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東京芝浦電氣株式會祗
東京都111央睡日本橘本町1丁目16冠話日本橋(24)1311-1317

大阪．名古屋．祁岡・金津・札幌・仙台・旗島・小倉
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納入迅

電氣ウインチは
スチームウインチに比べて

☆動力の消饗，損失が少い
☆一時的な過魚荷に耐えます

☆機器の能率が良い

☆昔無，振動が少い
☆清潔で艤装簡単です
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發動撲謹進輔雲霞耐 札幌出銀所

名古屋出彊所

麺岡出頭隣

札幌市南三條西匹
皇*6b

名古屋市中匿南大津邇

圃岡市比悪新町二
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本祗事務所

東京事蕊所
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エルセ8JCメルクス號
（デシマークコペンハーケン・メル・ｽ'ｸ祗）
･昭和24年'2月日竣工三井造船玉野造船所建造
長－360眼速力14.5.kn

總噸数3,500T，幅52爽
深3，吹機關（ヂーゼル）4,5001HP.
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輸出貨物船
（比島ナショナル.デヴエロツフ画メント･コンパ＝苧）’

昭和25年1月19日進水西日本重工長崎造船所
長142m'速力 17kn

幅,19.6m 總噸鯉7,400T,

'25｡ni""&'EMIPゼル）。深12.5､Iri5,250HP×2
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・明・天丸‘（明治海運）
昭和24年7月竣工三井玉野造船所
長105.0m速力13｡8kn
ig'5.4m.總噸蝋3,650T
深8.3m 機關(‘タービン）
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建泰丸(CIHENTAl)

〃國籍＝中‘國船種＝曳船
日本鋼管鶴見造船所修理

L=33．5mB=8625mD=4.26m

ｶーﾄ號(KERT)墨鑿薑警ｯ単
中日本祁戸造船所修理

L=11.6mB=3.35mD=2.361n

、

太．古丸

(TA砿OQCHEONG)

・國籍＝中國船種＝曳船
西日本下關造船所修理

L=25In.B=55mD=36Om
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連星丸

(YUNGHSmG)

國籍＝中國船種＝貨物船

中日本赫戸造船所修理

L=41.6mB!=7.01mD=3.96m

ラモナ丸

(RAMONA)､

國籍＝パナリマ船越=貨物船
日立因島造船所修理

L=99,0mB=14.0mD=8.8m
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デンマークのオイルタンカー

パルクヘヅドの溶接

嘉眞1ロング’フレームの溶接

．〃2．板の衝合溶接

スト再ングパツク症取付けて
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日 本て，最初の全溶接船

播磨造船既建造中一
共榮タンカーのクリーンタンカー

’

船底プ戸ツクの衝合溶接

ノ要目
63.00m G.T・(1,150T

10.50m ,.W.T、1,450T

,5．25m 計霊速力9.5kn
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デンマークの連絡船FYN號
（本文参照）
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デンマークの連絡船FYN號

(本文参照）６
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船 の電氣装備 ､

明電舎

の製品

(上）
●

配電盤 』

(下）

RV型

自動電腫

調･整器

鯵 豊富は経輔偏れだ技術、

迩而t大阪市此花区高完町･_工場。大阪・東京

東京事務所。索京都中央区銀座西八ノ九番地
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ARR-304〃型

10球ダプノ摩スー‘バー全波受信機

海上保安臆愛知丸に装備（24年10月）

周波数範剛85kc～21000kc
ノ

ヤー

ART-1240B

150W.、中短波送信機

海上保安廃愛知丸に装備（24年'0月）・
出力･150W

常用周波数375,400,425,468,500,1570,
1580,1905,5420,6650,8435･,kc

新國際割當周波數に直に鐙更可能

『

ロ

‐ﾛ

IARO-4050"
．’ゴニオメータ式方向探知機
．Y

固定直交枠型空中線及ゴニォ〆－

V夕式受信機は6球スーパーヘテ

ロ.ｲﾝ式

＄ジヤイロコンパスレピーダー組迅

周波数範園250~3000kc

日本水産冷凍母船多度津丸に装備
（28年9月）
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船 の電氣装備‘
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船 の．雷／氣装備

自動操舵機

（ジヤイロパイロツ．卜）＝

ジャイロコンパスと併用して船

舶を』一定進路に自動的に保持す
-ろ。船が豫定進路から外れると

從認針儀によって電氣回路が作
られ、本賎を作動させて舵を動

かし、船が豫定進路にかへると
/旋羅針儀が蕾に復し舵も垂位置
に'かへり作動筵絡るっ

シングルユニット式（左圃）

'搦柁輪を本機と連結し、本儀が
蝿詑員の代りをするもの。・

テゥーニェニット式（右固)．、

操舵輪を介せず､零機が直接舵
機を街側する箔の。

，』I
＝．。

東京輕器の.製~品
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琶氣テレグラフ
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小 型船用

電動手動操舵機

電動操舵機

船用電動機

湯錨機・繋船機

電動揚貨機

船用直流磯電機

船用交流發電機

船用配電盤

其の他
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船俗語詩集》
垣

立川春重

腕が掌（パーム〕となり，爪（フル・

一ク）となっている擬人溌的名稲の

つけ方も，胡坐をかいて坐っている

印度の王溌といった感じのする普通

錨の形状にはふさわしく，ことに錨

腕の先端を爪と呼ぶのも，この揃％
が海底の泥に潜って把持力の根源と

なるのを，海底に爪立てて掴む猫の‘

よう･な爪の鋭さに唇えて，暗示して

いるのも，また氣がきいた表現であ、

ろ力,･問題になるのは,錨の惑郵に
ある錨鍔〔アンカー・ストック〕で

ある。

錨鐸は錨腕と直角に，錨幹へさし

こむもので，錨が海底に検たわるた

めの巧みな仕掛けであるが，これを．

俗'二「笄-】と呼ぶのであるo笄獄女
の髪にさすもの，錨無ば錨D上部に
さすもめであるからである。現代の
生活からは出て來ない言葉である。
昔の女の姿が，まざまざと浮び出て
來る言葉である。

どんな男が，こんな巧いことをい
い出したかはわからないが，日本の
昔の古い碇は'r碇知惑」の芝居の､
舞選や’水天宮の繪馬などに見られ
るような四爪錨〔よつめいかり〕で

錨媒のないものであったから，錨鐸
のことを笄といったのも，そんな古
い時代のものではあるまい。

笄とい念ぱ，遜女を思い出させる

時代の職人がニッコリ笑ってつけた，

名瀞かも知れない｡それが現代ま迩

誰かの口から口妙､鱒わって，笄はと

っくになくなった今日まで残ってい、

るところを見ると,'．.よほど魅力のあ

あ栖落れなのであろう。こんな冷た・
ぃ錨の頭に，：昔の微笑ましい職人の

生活ガ残っているか，と思うとなつ、

かしiなる｡､生活が滅んでも跡に蕊
一・一…

鐸

工員たちは，とき折，酒落れた言

葉を捗燕酒落だからといって，感
彊的陶酔に謬った遊戯氣分な江戸時

代の名残りとのみいい棄ててし.ま.う

腱は’あまりにも惜しいほど，物の

,形状なり，､エ作技術なりを－，普
通の言葉を使ったんでは，そのもの

の眞の姿を現わすことができな､h､よ

うなことを，たった一言，酒落で片

附けてしまうのである。

こんな言葉は，小さし塒から所謂
年難奉公をさせられて，畷ぐられた

頭の瘤から職を礎え込んだ職人で－

－’その職人であることを自慢にし

ているもので，金よりも腕を重んじ

られた住みし､い時代に暮らした，梓

も甘いも知り抜いた苦勢人にして始
めて出る言葉である。仕事を梁んで

いる人にして始めて巧まず口からあ
ふれる言葉である。詩である。

そん力詩が,このきびしい世‘卿
にも，忘れられずに残っている。
、1．こうがい

第一間は木符千種氏が大正十三年
ごろに笠いたr人形使いの妻」の女
房の頭髪を模篇したものである。
人形のお染の髪のほつれを，櫛で
撫でつけている美しい女房の姿が－
－，名れは人形に對する女の心遣り

’

’

第1圖錨鐸と笄

でもあ．り，この人形を持って舞蟹で

踊らせる夫えの心遣りであり，それ

らが美しい姿となって霊かれている

が，それはここには現われてはいな

い。それは兎も角として，､この扉馥

だが，問題は赤い珊瑚p珠でもなく

蹴甲の櫛でもない。笄である。笄は

昔，女力頭髪にさした髪飾りであ
るo

ところで，普通錨〔アドミラリチ

イー。アンカー〕だが．:．…，錨幹の
根元がr大』の字に,二つに雛､れ
る。これを錨の腕というのも面白く’

｡
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る言轤の魅力は威大なものである。

また，昔の軍艦の橋に数多くの桁

をつけたものを「響」（かんざし〕

と呼ばれた。笄といい，管といい，

いずれもこの酒落れた俗語が女の髪
に挿すものであるのも，なごやかな
氣分である。・胃

2．蒲團を敷いた鋲・
赤めた鋲を鋲孔に差しこめば，鋼

材から鋲代だけ頭を出す。それをニ

ューマチイツク。ハ･ンマーで‘‘かし

め‘‘て望みの形の鋲端（ポイント）
とする。つまり鋲代の容積が形を鍵
えて鋲端となるのであるから，鋲代
と鋲端との容積は相等しい鐸である
いや，鋲代の容稜ガ鋲端の容徴とな

るように，識め見営をつけて，生鋲

の長さを決定し，準備して置くので
ある。

従って，鋲代が短かいと,､望み通

りの鋲端の形にならず，萎びた季節
外れの果貨のよ《うになり，見るから
に弱々 しく，締りの悪い鋲になるし
長ければ,血鋲④場合ならば,餘分
の量を鋲の識に平均に残るよ､うに打

って，それをハツリ鉦ってもいい

か，ヅL鋲の場合になると，鋲端の形
炊ば完全であっても，除分の量が鋲
の下端に段となって､陣笠のような
不恰好な鋲となる。これを‘‘鋲ガ坐
蒲函を敷く‘‘という。鋲からは何の
迅想も起り想もない座蒲圃といウ言
葉を使うのであるbl鋲と座蒲團とい
う隔り過ぎた二つの對照でありなが
ら’その形状は，そういわれて見れ
ば鋲が座蒲函を畷いている恰好にそ
っくりであるどころに可笑味があ
る◎

それ'二f座蒲函Cように亭主を尻
に敷くという.下世話の蟹が思い出さ
れて，暦購闘を敷く＆いう上上職が，
生活に絡んで一層，微笑ましくなる
鮫力潤いたら，（-まア，お口の悪い
こと･」とでも言いそうな侭ど,.うま
い上L職である。侭々 しい悪口ではな．

必

1

〃

ジ

‐

一口

－麓 筆一一

い｡やり損いに對して,それをきびし

く答めて悪口をいうのではなく，や

り損いは榊ならぬ人間には誰れでも
あり勝ちなこととしてあきちめ，そ

れを，誰も不機嫌な氣特にさせるこ

と･なく，また或る意味では反ってそ

れに鋭い批判さえ加わることもある

が，それらを趣く笑って許すだけの

心の大きいゆと･りがあ_る。

鋲が座蒲函を敷いているなどとい

う酒落れた言葉は出て來るものでは

ない。形にのみ捉えられているから

である。

長年の鋲打稼業に一鋲打渡世ど
、いってもいいかも知れない｡私は決
して侮雇の意味でいっているのでは

、ないq親し味を持っていっているつ・
も願bだが－にたずさわっているエ

ー員lこして始めて出る言葉である。或

は’これを江戸時代の下1M話の騒涯
落という人もあるかも知れないが，

私はそれに’所謂'･職人氣質の貴さ
というものを,･今一度考え見直して

，見たくなる。自己の腕を信頬し，た
為

かぶらず’責任を持ち’しか‘も仕事
と四つに組んで生命がけでやる熱識

もあり'，そ湯izを天職と考えている人
たちの口から巧まずして出た喜びの，
、叫びだ，と思う。

3．涙を．こぼす鋲

誰かの歌に’こんなのがある。、

ほたほたと熱き涙を地に落し

われと身を境く美わし誉職

蝋燭ガ燃えて職を垂堕すのを見て
＝蝋涙という。美しい創造の文字であ
る。．

淨瑠璃の見蕊の左右一組並f､ﾐた燭
蕊②蝋燭の灯は，哀切極まりない恥，
情の悲劇と三味の香によって涙をこ
ぼすかも知れない｡春脊の金屍に映
ゆる蝋燭pしたたりは，春怨の嘘か
ら凄み出る涙かも知れない。蝋涙と
いう言葉の美しさを十分感じるこど

、

ができるが，非人情な石よりも堅い

鋼材ガ累積し'組立てられてゆく造
船所の中で’蝋が涙を､こぼしている
、といったら,それは夢のお伽噺の中

の銀の船をつくる妖締たち力打つ埼
金C蝋の白魚のような小さな瞳から
・出る涙であるかも知れない。
、･

ところガ，蜜際に蝋ガ涙をこぼす
のである。詩ではない。工員が然う
いうのである。私が，それ迩詩と盛I

じるのである。

第2岡悲圏を敷峻た鋲

現代のことは知らないが,昔の職

人の中には，腕は非常に達者である
ガ，人がよく，のんきで,かかあに頭

が上らず尻に敷かれてい．るものかい

たそんな男のことを思い出して,或
る職工が，こんな酒落泣たことを思
わず口に出したのでI式なか？うか。

遊女を迩想さぜる笄といし；’また端
この長屋の口やかましいお紳を思い
出させる‘‘座蒲阿を敷く瓦という比
嚥といい.,鎮昔の祁棚には招き猫や禰
助が蒲|図を敷いて縦っていたことな
ど思いあわせると，芝居の世話狂言
､の舞壁を坊佛させる昔の生活ガ思い
出され，きびしい人の世の喜怒哀楽
を酒落で笑って茶化して來た世相が
この簡箪な言葉の中に感ぜられるの
である。職人氣質のいい一面力覗い
ている。

鋲代の多い丸鋲の打ち残った形状
を見て,鋲が座蒲圃を敷いている恰
好だ，といわれると，そC泗落の面
白味がわからぬほど野暮なものでは
ないつもりだが，あの恰好を見て，

－19－
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ざに當てる，もし，間違ったら，首

を進上する．と豪語する｡､きびきびし

た自信である。その傲慢な態度を憎

んだ大名は，その眞僑を確かめて，
凝らしめてやろうと，彼の前に鼠を

．出す。彼は大名をあざけるように，

鼠，とそくざに答える。然らば鼠は
．Q

幾匹か，と氣色ばんでたづねる6第

一間は明かに大名の負けである。盲

人は笑いながら四匹と答鬼る。しか

し，風は一匹であった。大名の豚で
ある。大名は勝利の喜びと傲漫な心

に唾はきかけた心地よさに笑って，

確に然うか，と念を押した。

‘盲人は笑いながら，四匹と答えた

矢名の顔は蒼白になった。唇に浮ん

だあざけりの影を見て，大名は怒っ

たのだ。眼前に事責は證明されてい

るにも拘らず，尚も頑張る盲人のか

，たくな心に對する.燵懲の情よりも，

おのれの非を悟らぬばかりでなく，
ロ、

反って人をあざける不遜な自信を償

んだのである。黒く紫にゆがんだ厚
い暦は大名の心を痛く刺戟した。確

かに然うか，と大名は手を刀のつか

にかけて詰め寄った。謝罪すれば，

許してやるだけの寛大･さは残ってい

た。しかし，盲人は，くどい，とい

うよう瀬顔を.T，て,言葉少なに語氣
荒く，四匹，といった。その言喋が
総ると同時に，刀はピカリと光って

盲人は輕いり念り酷を残して，前のめ
、

りに倒れた。約束通り手抜にしたの

だ。しかし，後で鼠をよく調べると

一匹の鼠の腹の中には，三匹の子鼠

が宿っていた，とし､うのである。盲

人には，腹の中の三匹の子まで見え

たのである。これを検査工にのぞむ

のは無理かも知れないが，検査工は

鋲心中の傷をも發見して見せるとい

う。それは自負れかも知れないが，

一自負れでも嬉しいことである。

鋲の締りは，氷張りが決定的な，

辨解を許さぬ断案を下すのである。
氷を溜めて水密状態を救査するので

－船fの科.翠一

|I
ある。

睡力を加えられた水は，眼に見え

翼､鏑鱈競瀕臓
がて静かに流れて来る。隙間のある

鋲の周邊がしだいに漆れる。根氣よ

く待っていると『,深れるだけ漆れ

ると，曲面が耐えられなくなって，‐

微かに動き始めるが，小さい水滴で

あるから，水筋を細く残して水滴式

消える。やがて，また鋲の水滴力溌

れて流れると，こんどは前の水筋よ

りも長い筋を引いて流れて消える。、

人が側に立って見ていられては恥か
〃

しいのか，花がいつ開くかその瞬間

を見せない紳秘さにも似て,．しばら

く眼を離していると，いつの間にか

長く筋を引いているざそれ力，人の

'枇とかけ離れた世界の出来事のよう‐

陣思われてならない｡

船底が互岩のように見えて来る。
こ､に鋲の水洩れを，‘‘鋲ガ涙をこ

ぼす‘‘とし､うのである。i耐えに耐え
ていた癌が,まつげ1二潤つ工，自然
に，頬をI専って洗れ落ちるようなも
のである。拭わない痕である｡．
この美しい言葉を’詩人がいった

のではなく’誰となく工員の口から
出たものだけに，術お貴い･鋲から
水ｶ゙洩れるのは'鋲の締”悪い,
だらしのない鋲から起るのであるか
ら，鋲が挺を垂らす,といった方が、
適勤であるかも知れないが，それを
涙をこぼす,などと詩的な言葉を使
うのは，世間に悲劇力あまりに多い．
ためだろうか,それとも涙は美しい′

ためなのであろうか。それとも，鋲

の締りが悪いのガ精なくてこぼす愚

痴の涙であろうか。だが，愚痴の涙

と，だけは考えたくない。、

私は蝋涙を眞似て，鋲涙と輕く口

に出して見たが，病涙に聞えるので

やめにした。

再一宗☆☆☆-－

盲

い

｜

’

｜

’
日

､

P一

第3岡鍛涙､

鋲を打ち繕ると，鋲を一本残らず

礎するb橡査用の金槌で鋲頭を叩
き，その香蕊により，或は鋲頭に飼
れた指先に鱒わ箔振動によって締り

の良否がわかる。八百屋の店先に縛
っている西瓜は指で弾かれ，鶴者は

釘疹で胸の病氣を謹見する。

「漆食か乾漆がなどと役人が
指もて弾く如意輪の像」

というのは，晶子氏の歌だったと思

うが，佛像のようなあらたかな辱擬

すら指で弾いて菅を聞けば，そﾛE､材

質がわかる。

鋲頭に左の人指指を輕く濁れ,右

手の金槌で鋲頭を叩けば'勘のいい
盲人の指先のごとく，鋲の振動を醗

蹴に捉えて，鋲の締り具合を知り，

睡中の見えない奥の偲浪すら發見せ

られるのである。

、昔，勘のいい盲人がいた。

眼前に持ち出されるものはシそく
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一デンマーク國有鐵蓉産溌鰕一

の

デンマーク國有鐵道連絡船（モーター船)FYN号
､．．

－グラピヤ嶌眞参照一

●

、

最近デンマーク図有鐵道蓮絡船として塞皆されたフイ

ン髄は，同國のナイポルグとコルサー間のグレートベル

ト海峡を識噺する連絡船の中で,第五番目に建造された
ものであり，且その最大なものである。こめ航略に就航

する連絡網の媛初のものは1927年建造のコルサー鏡であ
り裁いてナイポルグ雛，スジヤランド鐙，ストアベルト
銃D三隻が建造されたが，右の丙ストアベルト鑑は,939
年竣工の最初のモーター船であり，他の船ガ煙筒を船麗
中‘心綴の雨側に配置されているに對し，煙篤を船燈中心
鍵こ配置された船としても最初のものである。
さてフイン魂よその外硬，設備共に最も斬新な改良が
施されている。即ち船首近く船魁の外殻の部分が蝶番仕
掛で，丁嘆鰐わ上顕の鐸に座搾室氣の力で上下に朧閉出
来るので，列車や，自遡陣を自由に船内に出入せしめ得
る。この船首の蝶番仕掛は圭く新しい鵡想であり,搭載
中の車榊式全然海水の飛沫を豪る恐れ力無い。、
本船の主要要目は次の通りてある。
全長354尺

幅 58.尺

深．21沢

上甲板遊歩甲荘間161/望呪

滿赦吃水，3,/2沢

排水最4,060噸．

重量噸960噸、
總噸數2,94,噸

・純噸數≠，,,9,噸
試迩輔速力，65節

船内殿設軌擁數‘3條
軌催距離、850災

船客人員(普通），500呂
〃（特蹴）2000筒

洗鯨型のデッキハウス，輕く傾斜した煙筒とマストは
木鋸の美翻を増し，ポートデツキは極く少數の幅庚の柱
で支えられているにすぎないので，その下の遊歩甲板上
考展望を栗しむ溌客の邪錨にならない。，
本賭は三禰叉くま四穂錘結のデイゼル列車三を船内車禰甲
板上に收容し得る。三刻車の重量はそれぞれ152～196職
程度｡叉デイゼツレ列車の代りに四軸の宜車なら,3廟を，
＝軸のものなら30繍錨戦し得る。
L

船首はコルサーーナイポルグ及コペンリーゲンーマル

モァ航路､碇泊地に丁度適合して作られ,舵機は船首語
尾に装置されてあり’前部，-侈部の雨船橋上で首尾舵護
を同時に操作し得る。、、

彊力なポンプで操作されるトリムグンク,‘舷側タンク

によって車輌剥入の際の船禮傾斜を読整する。

本船ば列車の他に自動車を職詮するので車輌甲板は鐘
めて厩く取られてあり，階菱や船室は雨側に片づけられ

糾熊まその頭の高さ蓋で埋敷してあるので甲板上;ま報、
であり，自動車の操作に不便はない。‐、

車輌甲板下'機關室の前部は司厨部員,普逼部員，自
動車迩韓手等の爲の期室及食堂がある。筒この部品には

落音いた色調の壁と樫、家具を配した一等fl憩室がある
叉綾賎室の後部は機關部員の居室と便所，及匿をきした
二等休憩室がある。

遊歩犀板上前部の一等喫煙室は前侈に匿い窓，漉次色

の壁，フラン系榛､家具を配し，椅子は革張Eゐる。喫
煙室の後部はフランス榛を張りつめた壁のホールであり
このホールから’一等サロンへと綴く。サロンはキバセ

ンゴを張つめた壁と楡p家具を配す。このサロンは食堂
へと綾く’淡茨色の壁ミマホガニーの家具を配した食堂
は72人の收容力があり，その天井は高くドームとなって
鱸fﾄ板まで届き,その嘘は船燈の幅員一杯に贋く取っ
てある。二誇喫煙室もこのff板上にある｡船長及び士官
達の居奉はポートデツキ上にある．炊事室ほパントリイ
の上部ポートデツキにあだ職-辰、

本船はその織造上常に岸壁から背進しぎ亡出帆せねばな

らぬので無繰レーダーを含めて一切C航海用機具は煙笥
よりも高い溺圖室上の指揮塔丙に装置されてある｡篝響
測深器，ラジオ，ラジオテレホン，方向探知器，電氣廻
騨計測器,エンヂンルームテレグラフ，首尾舵磯距舵倫
等狩はすべてこめ指揮塔卿Pにある。ポートデツキ上の
前部のボートニ雪まアルミニウム製であり，残りの十隻
はEngelhardt型である。

機關室堅

機脇はデンマーク國塞'三よって'客船凸してのBureau
Veritas級｡主壌關は.Burmeister&Wain型,dire6t、
reversible､6氣筒]2サイクル，無氣喰射，箪動トラン
ケピストンデイセル機闘’磯關出力は平時'52回鞠で，

－21－

①

、

／

込

U

〆‘一
唾

一一

、

q

K■

、

空

◆

I



－－＝0－－－－

~~~て、

ヴ

‐

グ

ー飴.の科學.一・・‐

4400軸馬力，最大165回韓で5540軸馬力｡xnaneuvering
プラットフォームは雨磯闘の中間にある。

潅掃用の室氣は，2ケの電動邊風磯によって供給され
る。この邊風稜の能力は夫を毎分7200立方沢。機開室内

｜讓鶴職篝駕翼上蝋し欝獺ぁ薑
闘で215キローヮツト，220ボルトの電通機に連結して毎

時6350立方沢の能力を有するtwo･stageの始動用室氣

唾鐡幾を動かす。その他補殿機關の主な‘るものとしては
注油用ポンプ2基，1725立方沢潤滑油冷刻機1基，潤滑

釉瀞零機2基,engineWater冷却磯，同ポンプ清水及

」霊水ポﾝブ,溝水冷轄等がある｡
軌條甲板上の車輌10"D不墳衡から來る傾斜を除く爲
仁謹關室の雨側にトリムグンクがある｡炭い前後のpeak
タンクと同隷前潅のバラストタンクは總て大口窪のパLイ

ブで連繕きれ，一のグンクから次のタンク･へ迅速に邊永
し得る。この邊水用に毎分1届60ガロンの能力のVertical

centrifugalポンプ1基及毎分853ガロシの能力の璽水
礎

、、冷却ポンプが働く。
〃

毎分45ガロンの能力ある燃料油ポンプは，燃料油グン
ー

ク及潜函から重油を吸あげ，サーヴィスタンクに供給す

1鮭鬘欝鷆鰯慧轍篭驚雪巽
スクンクに返る。

甘’

●

’
‐

毎分4600立方沢の龍力のaXial邊醗幾4基及毎分3200
立方沢の龍力のcentrifuga聡風機の2基によって謹闘
用及機臨室換氣廊室氣は確保される｡電氣廻鯛測識
は船橋に在って推進軸中間の傳導談に速絡する。
パラストポンプには延力計2-測斜計とがあって，トリ

ムタンクの水位を示す，スウィッチ盤ば楼關前部に位置〃
し發電磯用，電箪嬢用及照明，レーダー装置の三部門に
分たれる。船尾推遥軸トンネル内部には20キロワット直
流整流器があり,:航海中搭戦の列車の照明用に220～275

vの電力を供鵜するも

護關室内には二基の交流整流器があって，､電話，瓶狸

器，電氣時計等に用いられる。
ノ

隔轆されたボイラー室丙部には康氣油焚雨用のボイラ

fがあるが,このボイラーは康氣利用には'280立方沢。
油焚には570立方沢の加熱表面を有す。そして本船の全

船室及12車輌D客車内部をC20つまで温めるに要する量

の蒸氣を供給し得る。

毎立方吋90ポンドの睡力のボイラーは中央に油焚用の火

瓶'廊側に二基の主機闘から來る康氣用の火浄部がある
康氣は主駿關から蝶型郷を遜ってボイラーに導かれ，或
は後部煙突内部の消音装置を涯って直接誹出される｡､油
焚装置は燕氣及筌氣注入のDBS型燃鍔鍔である｡この
室氣は電動溌風磯によって供鈴される。豆
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雲船 舶電氣 備

石川島逵船所電氣課長
三枝守．英著

A5.300頁定慎450m(〒35EI)
(内容）電磁氣學椴論・船舶の電氣方式・發電装置ず
愛電装置・動力装置・配電盤・甲板電氣機被．

騨驚慧鰯瀧瀞鶏耀溌｜船遥の電氣的腐蝕．

１

|’
9

近 刊書

子供と船
一（科学童謡アルバム）－
青芝浩二著
山高五郎画

当協会が世の兒童に造船海運に関する知識を與え
様として企画した童謡絵本です。絶好のおみやげ
､としてお奨め致し毒す。上下各冊予定定便100円｛

東京都港区嚇布霞町'9
船舶技術協會發行
振替東京70.488

造船の諸問題℃‘･…………｡．…．．'..…･…･……原田秀雄
コントラプロペラについて”……･……．,"･･鬼頭史城
船・D民俗畢。考古學.．･･･････…．．‘･…･･･．?…･･・木村俊夫
波浪中の抵抗・………｡．………･…鱗･･･････……頂鍋大疑
′浪人の疲言…･……‘…………･……･……．．…っいむこじ
りバテイジツプに見る米國の船燈涛接3)…橋本啓介
冷凍鵬こ於ける熱學的寅職の1例………錨･伊藤康平
船舶の冷凍と筌氣調節蝿･…..………:…"編集部
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一溶接と加熱の影饗一

溶接と局部加熱鯛岡材の窪留應力とその寸法に及ぼす影響に就て

鐘鋲，ポールト締めお･よびその他の援械的結合におい

ては，一般に結合される鋼材の長さ，厚さ，物理的性質

およびその他の特性を愛化せしめない。ただし冷間作業

とか，籔鋲によって生ずる局部飴膨脹の結果多少材料を

堅くすることはある。これに反し，溶接，熱切断および

その他の加熱作業では，母材の長さ，幅，厚さ，硬度，‘

誠張力，降服卿,頴徴鏡組織および睡力の状態等を麹上
せしめる。これらの影響および原屋は，充分了解されな

ければならない。なぜなれば，この力は加熱および冷却

'によって生ずるからである｡若し適嵩に了解されれば,．

それを制御することもできるし，又技術者庭とって非常

･に役立たしめることさえ可能である。だが，もし了解さ

れていないとなると，技術者は知らず知らずのうちに,・

湾期に反した仕事を許したことになる。

鱗造用材料を完全に加熱する､と，長さ方向の縮み力生

参ることは，直接，板や型材の熱間作業に從事している

鍛冶工は熟知している。しかしながら恐ら.く，この小範
。『

函以外にはあまりよく知られていない。この事賓が一般
によく知られていないのは，最初になされる休業ガ加熱

･および成型であって，出來上ったものはすでに收縮して

いるからである。若しも何等かの理由で材料を切って一

背分を力｢熱すれば，收縮は直ちに明瞭に現れるだろう。

筆者はデツキピームガbulbplateで作られている英

画粥の損僻事侭･を知っている。かようなplateはアメリ

カでは睡延されていないので，自分はビームを眞直に延

ばして，再び使用するよう決心した。從ってビームは型
･材悶の鯉で全部を力,熱し,bendingslabで眞直にした。
ビーム童叩いて面宣にするのだから長さが延びる筈であ

･る力，縦70次の長さのビームを現場に持っていって合せ

ると最初よく合っていた鋲孔が3/9～'/2吋もづれて合わ

･なくなった。不均等冷却の今一つの例江あるもそれは各
・部審境等に冷却することのできない唾延型材の場合に見
‘出さ液た。前に述べた不均等冷却による收縮はビームの
丙ﾀ1面に明かに存在するがこれを量酌に決定することは
困難である。なぜな和ば新しく熱間韓堕されたビームは
玲簡時の元の長さを決してもっていな1,からである。と
はいえ,1-jr－ムのウエプとフランヂの間には厚さの相
謹力あり；又アングルのフイレツト部とレヅグの厚さの
間にも相遮がある。厚い部分は徐/4，に冷却する結果薄い
ウエプやレツグカ冷却した後に冷却を総るから高度の内
纒力が生ずる。その詰果，ロ"-ルされた断面のｳｪブと

‘｜かフランヂの震には張力および座鏥力の平衡せんとする

應力が現われる。なおその上に，若しも一方のフランヂ、
,と他方との間に冷却の差があればビームは冷却したとき・
に眞直にならないから，これを眞直に匡王しな1ﾅればな・
らない。前記のような牡束應力(Locked-upstress)
はcriticairange以下の温度差で生ずることを銘記しな
ければならぬ。事資，寸度の劉・響Iこは，同質異形の窒化 。’

(allotrop.Cchange)が伴って，これが多くの場合熱膨
脹の影響に反抗して合成應力を滅少せしめる。

＆､

これまで，我々 は主として全容積が力｢熱された封料を
取扱ってきたが製作に際しては寧ろ局蔀的に放熱される
場合が非常に多い。局部的加熱の場合には問題にもう3－
つの要素が入ってくる。それは，局部的膨脹に對する周
函金馬の抵抗である。

蓋しも板の直径約1吋の部分をア.セチレン宜断でcri-

ticalrange(約1800｡F)以上に力｢熱すると加熱部分か膨脹
する。この膨脹ば周函の冷たい金溺部分で阻止される結
果，柔かい加熱部の金鰯力延びたり縮んだりする。‐§

若しも力1熱をcriticalrange.まで行わずuppercri-

ticaltemperatureより僅か下方まで行うとｩcritical

rangeの黙まで熱せられだ直座の髄園内では金馬力膨隈◆
から收縮えと鍵動してゆく。しかし,criticalrange以、
下の周函の釜闘は筒彊度を保持しているから,收縮注弐、
第に弱まってゆく。Coolingcycieガ起きたときには，

criticalrangeにおける膨脹は，すべての蜜用目的に勢 ‐｜
しては,低下してく鳥。そして，その限界以下の收縮獄恰、
かも何等の蕊形が志らなかつたかの様に進展してゆく。

要するに，材暇ゆ小部分がCritiCalrange以下で加

熱されれば膨腺も厚さの増加も非常に妙ないという諺で
ム

あ る。q

前記いずれの場合においでも,測熱部の全面債力冷却瞳
し初めると,｡その面籏内の板切わは加熱航の重さと全く、
同じ重さを持って'､るが形状は異ってくる。若しも，こ
の小部分の容破力敢縮のために生ずる引張力に對し,売
分な弾性歪をもっていれば，弾性歪のみが有効に動く。
これに反し，引張力が過大で，弾性歪だけで賄れないと
きは，塑性流(Plastic.flow)を起すが，それで秒なお
弾性歪(鯉存している｡~そして，厚くなった部分の周園
にある容破は可能な一方向のみの蕊形力許される。即
ち，厚さは感ずることとなる。前述した原理は溶接のた
めに曲つ'こ板面を局部加熱によって匡正する場合に用ぃ
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一
） 試験の際には，翌熱量力電大であればあるほど，大容俄の

金蝿を熱するから，＝定@輝抗'二反抗する大ぎな収縮力
を生ずる。

、

単位收競量は1吋の何千分の一という簸値であるか

ら，誰れしも，これを無覗し勝であるが，全收続量の償

は100沢につき0.45～0.93吋にも及ぶのであるから総造

物に對し馬鹿にならぬ鯉避であることを指摘しなければ
ならぬ。

大きな溶接接手には，多くの異った機械的性質をもつ

ものや，叉異った状態の應力をもつものガある。溶接金

風は胃材より･も強くて降服黙の高いのが普通である。し
かし，その弾性的性質は，母材とよく似ているガ溶接金
風に非常に接近した部分は溶接熱で狸化せられている。‐

この熱影響を受けた母材は，試験の結果涛接金脇より高
い物理的性質を示している。涛接部から種々 の距離にお
ける母材の温度は，おのおの異った度合にLowerCri･
ticaltemperature以上にあげられている。そして，異

った黙における熱影響部の母材は，ひどい熱影響を受け
た母材と，受けない母材との中間の性質を．もっている。

残留應力が抗張力から睡縮力に塗る2鼎iにおいてのみ，
母封の應力は雰である。これらの黙の外側の母材i劃式残
留睡縮カガ作用し溶接金賜と熱影謡部には残留銃張力が
ある。

塵留感力

られろ｡･溶接のためﾆでこぽこになった船の織藍や，客

車,自動車,その他癖)の外例版を平《ごするために板の
ところどころを規則正しい間隔で局部的に加熱する。望

み這りの結果をうるため匡なされる加蕊職の數とか間隔

とかば，經験によって決定することガ最ぢよい。仕事を

反頑してやっていると高度の熟逹が得られるようにな

る。時としては，金馬が加熱部分へ早く洗れて，その收

縮を鼠長せしめるため加熱部分の周函を叩いて收鏥効果

を増大せしめることがある。叩くことそれ自身は金屍を

蕊鷺蔑鱒雛騨攪駕鑪蕊
生を．さけるために加熱はcriticalrangeまでは上げら

索ていない。また絶燈的の平滑面は澆炭でも鮫鋲でも得

られないという.ことを信ずべきである。

收縮を抑制することは，嘩力､の振れを緩和するのに有

効であるばかりでなく，この蕊桑は材料を虞直にした
り，縮めたりするためにも非常に有効で目つ彊力な手段

であるc堅に現場に取付られ，又は取付け-られる前の構

造用材料は或る範函の長さ,を熱することによって縮める
一ヂ

ことガできる。そしてこの場合短締を生ぜしむるため

に，叉｡clampで抑えて縮めさせるために，鴎溺力の導

入を許さねばならぬ。なお，燕期した短縮が得られなか

ったときは，同じ原則で二回目の操作がなされる。そし

て，それ以後次第に回数を重ねれば累積した効果を得る

ことができる。曲った'・ビームは，憾浦させようとす
る至半側を線熱しながら扇形に加熱すれば容易に眞直に

することができる。かよ.うな方まで得られる修正量は驚

くべきほど大であって，しばしば，角移動量が10ｺ～15。
位に達する。

溶接の影密

今まで我々には溶接による影謹でなしに主として，熱

の影饗を取扱ﾏｺて来た。さて，今回ば溶接の影響につい

て考えてみたい。資際對象となるものは，溶接材だけで

はなく溶接材と母材とよりなり溶撰凄手である。．

次に收縮がどうして起るかという機構について考えて
見たい。いうまでもなく，群接竹業は，熱を溶融黙以上
にして,蓮綾した局部力騨を行うものである｡蹴孤は程
い集中熱を生じその結果非常に瞼しい温度勾配をもって

』
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’ 異った黙に,､引張力および睡縮力の蕊留磁力をもつ高
温にロールされたビームのような母材，又は局部加熱と
か冷間加工された材料は，睡力度の異った作用を受けて
いるZoneをもっている。増加しつつある荷重をもつ残
留抗張力の作用を麦けている部分は'他の部分よりも早
く塑性的に伸びて掴料内の残留應力力都合のよい配遥と
なる。多分材科の初期歪は局部的の塑唯流れ(Local

１
１１

＝

の影饗を取扱ﾏｺて来た。さて，今回ば溶接の影響についplasticflow)によって僅か影響されるだろうがビーム

て考えてみたい｡資際對象となるものは,溶接材だけで力要求された荷重に耐える能力は害されずに,寧ろ改善
はなく溶接材と母材とよりなり溶撰凄手である。′されるだろう。かような課でLocalPlasticflowは作
次に收縮がどうして起るかという機構について考えて業の安全なる遂行と拘束應力(Locked-upstress)とを
見たい。いうまでもなく，群接竹業は，熱を溶融黙以上調和せしむる因子となるものである。ゆ
にして,蓮綾した局部力騨を行うものである｡蹴孤は程溶接は他pjI熱作業のどれよりも大なる收縮を生ぜし
い集中熱を生じその結果非常に瞼しい温度勾配をもってめる,叉一部分に締みガでき他の部分にできないことか
いる。電孤の周函にある冷質金脇が膨脹に對して抵抗すら歪みが生ずるのであるから溶接は歪に對しては最も悪
る°板は瓦斯などで切断される場合とは遮って，力はすい犯罪者だといえる。
べての方向の抵抗を受ける。したかつt歪は連鎖した畝総成梁(Builtjlpbeam)を適常な方迭で澪接するに
のようになって現われる。溶擾金燭の收縮特性j戎母材とは，一部分の，ある長さを藩接して力､らbeamを裏返し
同様である力穂ら友たビードは板に力を作用さすのに縦收縮カガ均しくて反對の影響を與えるように総陵し’ど
方向以外には都合のよい位遥に置かれていない。それで_:ムガ完成するまでその他の部分の涛接を讃けてゆく。
附加された金闘は全收縮に大して役立たない。ビードのビームは力､ような溶接方注によって，'不合理な次の耀瞬

一一24－－ ／
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で起る歪から保謹される。拘束睡力に閲する限り．,均衡．溶接構造のどんな損傷の場合でも，そ‘こには必衣應力
方注による溶接の成果と連綴溶接したものの成果とは殆を高あろもの癖在している｡應力を高める最も萱通象んど鍵りがない。

原因は切峡(IWotch)である_。この切鉄庭は内部およ¥ぴ
船りょうに非常に大きな完煽した藩接祷造物では,縦外部の雨方がある｡切鉄は計霊の結果として騨遥物に存
横の接手力津山にあるから溶接によって生ずる全收縮量在する。例えば’四角な開口，隅肉溶接接手，.および高
は驚くべき數量に達する。若しも400沢の船が完至に假應力を受けている癒料を,應力の流れを圓滑にす肘灸
付されて溶接されたとすれば,全收縮量は約8吋にも達な手段を講ぜずに急激に止める事業である｡叉篭峡鶴容、
するであろう．換言すれば100沢につき2吋の割合とい接作業の結果からも生ずる。こ"猛類の擁して職,溌一
うことになる。しかも鯛ま短力､くなるばかりでなく不恰接金闘中にあるき歩とか隅肉溶接の踵に於けるundenf
好に曲って仕舞う。大きな鋼板撫遥を組立てる場合に。ut等である。危瞼な原因であるnotChの制御はb｡gf
は，船がそのよい例であるが，收縮量は工事の進捗に件証と職人の手腕の雨漉鮎から見て全く製作者の手中にあゞ‘
って絶えず修正されなければならぬ｡收縮を加減するたるといえる｡それゆえに'座延さ神ーﾑ'フランヂさ
めに，接手の間隙を増加したり,､大きな袖欧締付器を用’れたもの，ジヨグルされたもの，曲げられたもの，およ
いだり，叉はその他多くの手段が讓ぜられる。船、場合ぴその他冷間加工を受けたもの，叉はtorchで切断さ
には，特別の組立方注として，船首船尾を澱め下げておれた材料とか局部晨熱の部分’および溶接総造に存在す‐
く方塗が用いられて成功している。、る残留應力そのものは,左程恐るるに足らぬと考えられ

拘束應力る｡ただ恐るべきものは，これら因子の或結苔下におい
残留潅力の問題から離れる前に今一つ溶接中に生ずる・て，危嶮歌態となっているNotchのstressraiserで
拘束態力について述べねばならぬ。前節で指摘したよう増大され，叉は残留した應力のいずれかでおる。，
に，完成した接手における最大の残留應力は縦方向に生焼鈍による應力の除去
歩る°このことは溶接中に板が自由に動きう息場合に眞冷間加工,局部加熱,溶接,およびその他のh業にょ
賞である｡しかしながら.若しも板が外部からの抑制で,って生じたLocked-upstressを極小ならしめる最も普
自由に動くことができなければ，非常に危嶮な績向應力.、通で成功している方些は饒錨二よる應力の除去である。
が發生する。この状態は仕上げの濟まない溶接部の切峡僥蝿に．よる應力の除去は，炉で繊造物をLowerCritiCal

効果(Notchcffect)によって強められる｡溶接金風のPointまで力｢熱し炉中で除冷して残留應力の水準を膝下
最初のビードに趣裂が起り，溶接工はそれに氣付が歩にせしめる方塞である｡那熱によって降伏強度は毎平方吋
次のビードをその上に瀞蒲することがある。冷却中の溶猶千ポンドと‘いう無覗し得る程度の値まで下げられる。
接金踊O收縮懸力の基では，この紬裂は恐らく藩接部のかようにして材料のyieldstrengthガ低下されると構
奥深く進行するであろう。これには二つの宙用鮭救濟策造物の一部分が他の部分を引きつけて，そこにplasfie.
か手近にある。その第一は，構造が複雛で一方の材料を,･flowが生ずる。温度はLowercriticalpoint以下に
自由にして霞くことが如向に困難であろうとも，その配保尭されているから前に途べたような愛鐇は起らない。
置かできないうちは，決して接手の溶接を行わないこと加熱作業が絵ったら，次に最も大切なことは除冷を行う．
である。その第二は，溶接が完成するまでは接手ガ冷却．ことである。あまり大きくないものでは炉の冷めるまま
しないようにすることである。外部からの抑制によってにして置いても滿足な結果が得られる。しかし,ながら特
生寺る應力の状態は，明かに膨範函に豆る腫縮力によつに大きな構造物の場合:こは，制御冷却ガ行われ，時とし
て，平衡を保っている局部的抗張力の状態とは異っていてぱ作業に数日間を要することがある。’
る.前1こ述べたすべ『ての議論において,局部残留懸力は果二つの關速した目的該strtssareliefannealing.によ
して危験なりや否やという大きな疑問が生ずる。局部蝿って成し錘げられる･（’)ば部分的の残留應力を極小と
性鋼さ』局部應力を消散せしむる因子である｡若しも局部することである｡(2)ばかなりの度合の蕊戻しによって
塑性流か何等かの條件の基にその充分なる活動を妨げら椛造物の延性ガ増加されることである。或場合には前者
れたならば,事態は危謹に頻する。低温度は，湖料が塑の方が本來の目的とされることがある。例えば曉鈍後に
性的に流れようとする能力を阻害するものであるから，糀密な磯城作業詮行わねばならぬ場合などはそれであ
但温で作業するような，すべての計盗においては，それる。力､ような時には延性は左程問題にならぬ。又その他
力自然的であろうが人工的であろうが，この因子に識しの場合においてば，寸法の安定はあまり氣にかけなく~F
て謡う畠なる考職ｳ錦わられねばならぬ。もよぃが,形のくずれることや悪い影響に耐える能力を

くい
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じ溶接金闘には生じない。これは應力が存在してh･､ても

僥入された金鹿は應力を除去ずる塑性流の能力をもって
いないからである。かような鋼は特種な方注を講じなけ

れば溶接には適しない。

前述の硬化は，大質量の冷質母材力熱を吸收するため

に生ずるものであるから，この望ましくない硬化作用を

なくすためには母封の熱吸收力を取除けばよい。その方

注として最もよく知られているのは青熱作業である。温

度を瞳か上昇せしむることがこの悪影櫻を防止する上に
如何に有効であるかは驚くべき程である。例えば暑い夏
の太陽光擦の下に曝されている銅は，多くの使用目的I二

對して充分に鷺熱されている。鋼力熱湯又は蒸氣で華氏
の200つ～212’の温.聖まで温められると或目的に對して
は充分に摺熱されたといえる。華氏350°の温度になれ
ば殆んどすべての構造用の目的に對しては充分である。，
しかし，豫熱が行われる鰯こは温度計測の方法ガ準踊さ
れ液げれば承らない。､環なる推定で温度を決めることは
適営でない。なぜなれば，低温曙こなったり，或はまた

､高痩な瓦斯を不必要な温度を得るために無駄に使ったり
するからである。とはいえ’次の事實を彊調したい，そ
れは一般的に普通構造用銅に對しては豫熱の必要がない
ということである。しかしながら,硬化性の大なる銅で
‐は，低い延性の部分を防ぐために用いられる。’

重入覗さ江る場合がある。とはいうものの，上にも指摘
したように一つの目的を達じようとすれば必ず他のもの

ガ嚇鐙して來為ことはやむを程ない。

材料の一部分に應力除去”僥鈍を行うべ言や否やを決．
定することは猟鐸であ･ろが，一般的にいうと一定の指針
は液そく誕験による外はない。船や建築物のように除bに
大雪〈て，炉に入れられない時には，溶喪すべきや否や

の問題が生じて來ろ。莫大な冊數に匹敵する一般的の經

険が,永年の間に築かれているのであるから,合理的で
溝足な決定が賀用的なすべての場合に可能であ．ら。

硬化性の影響

前述したように，溶接は金鴎の少量を速綴的に溶融す
る作業である。この溶けた鋼材の小球は瀧造物の冷たい

大きな母材の材質と除りかけはなれたぢのではない｡こ
一

の質量の差涯よって生ずる勾配の影櫻怯寧ろ急激な焼入
一

に近いものである。量の結果criticaIrange似上に熱

せられた銅は硬化される。若しも母はが普通の構造用銅

であるならば，硬化の結果は名ばかりで害にはならな

い｡硬化は握度の程度を示すよい指示器であって,硬化
、

された金闘は前述したように高い縦向き残留恋力が發生

してもこれに耐えるだけの充分な彊さをもっている。し

力､しながら，母材が淡素の多い高い硬化性をもっている

掴･質であればjマルテンサイトの硬化暦を生じ鮠裂が發
生する。この総裂ばunderbeadcrackとして母材仁生

１
１
１

ノ

技…術・資，料（ナイロン製ホーザー）
ノ

9吋のホーサーによって既に,,5，かつだ。

戦後直に周園6吋のナイロンホー00鯉以上の曳航1こ成功し，曳航さ
サーの試諭が始められ，次いで大洋れた船よ11,000噸以上のものもあ
上曳航の要求に應じて大型のもののる。この成功に基づき,10吋ﾎー ｻ
資戯が行われた。その結果9吋のホ－が作られた,曳航$<DeXterous64に
一サーが40％までの弾性(延び）を載せられた。このホーサーは長さ54
有し（マニラは16％）張力をとると・0沢,6,500,000の繊W肋､ら成碗破
殆どもと通りの長さにかえることが断荷重は90噸である。これは20吋の
わかった｡重さはマニラの僅'/‘で水最高級マニえﾛー プに匹敵する。
中に於ける故陣の危瞼は大いに減少一 鹿告…＝
した。 當協會代理部は今般自鱒車の御

最初の宵船による資験はブレスト 申込を受付けることに致しまし

からキールまでの航路で行われた。た。御希望の方は箪個（公侭〕
ドーヴアーを出るとすく′ひどい時化･7,700EI(運賃共)で御譲り致し
になったが，9吋のナイロンホーサ

‘す｡撫鰯鮮謹IW|一はよく衝蕊に耐え，曳航試験は無

事に成功した。！’，

I この程英國のサルベーヂ會社で始

めてオランダからイスタンブールま

で約3,000浬の距離を，ナイロン製ホ

ーサーによって六隻の蒸汽連絡紹わ

曳航に成功した。

ナイロンをこの方面に使用するこ

とを氣付いたのはF､J・AndrewS氏

で，第二次大戦に爆嘩機が細い曳綱

でグライダーを釣上げるのを目醸し
たのがその頭織だと云われる。

同吐の大型強力曳船の要するマ
｡

ニラロープは周函18乃至20吋，重さ

撒噸iこ達するも@づくで，洋上曳航の後
には剛直となって特大のキャプスタ

ンにも窪けなくなった。更にその重

燈のために岩の上を曳きずると故障
したり，その他破断などの面倒が多
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用 壼
胆 解 説

螺旋推進器(ScrewPropeller)
船の前進方向の軸のまわりに回鱒して船を推進する

航空機のプﾛﾔ,風車,扇風機等皆同じ種類に馬す
る。

外車推進器(PaddleWheel)
船臘職方向の軸、まわりに回鱒して船を推進する。
水車小屋の水車と同種である。

噴射推進器(JetProFeller)
ポンプで水を吸込みこれを船尾に向けて噴射してそ

の反動で船を推進する。

ホイトシユナイ熨一プロペラ

船尾に設けた鉛直軸のまわりに匝縛して船を推進さ
せる。こわと同じ原理で少し機構の異ったものにキル
ステンーポーィングプロペラーがある。

推進器の失脚(Slip)
スリップsはう．pベラの前進速度V･，回縛駁N,ピッ

チPにより次の様に現される。

s=1-Vc/NP

プロペラはネヂの橡に水中を回輕しつつ前進するが’

その際水はプロペラに押されて後方入滑り動く。贄の
量の大きさを示すものである。

螺旋推進器に關する鯆吾
1〕直裡螺旋推進器が回鱒して描く圓の直經
2）ピッチ螺距とも言う。推進器翼の前面が滑らず
に一回鱒したとき前進する距離で，ネヂの一山の距

離〔これもピッチという）にあたる。翼前面とは船

尾から見て見える面で船から云えば後方を向いてい
る 。－勺、

3）ピッチ比螺距比(PitchRatio)

ピッチPと直径Dとの比，普通10内外。
4）翼面積翼前面の面籏で誤のないためにはプロペ
ラ至燈の翼面讃と翼一枚のそれとを題別する必要ガあ
る。普遁プロペラ至燈の蕊面積を云う。これは賓際の
面積で展開面識(Expamed.Area)と呼ばれる。投

影面積(ProjectedArea)というのはプロペラを軸

の長さで割ると平均の翼巾が出る。こ
径との比を云う。これは4翼で0.25,

である。

7．翼厚比(BladeThick-

nessRatio)翼の厚さは軸

中心に近い程大きくなって
⑨

いる。中心に於ける厚さを．

脹想し（附圖）この厚さt

と直径との比で0.045前後

である。

弓の蘂巾が出る。この平均翼巾と直

これは4翼で0.25，三雲でQ.35前後

ﾀ少

’

－－

鹿

8）3）翼型(Frofi'e)翼を軸と同A

艘菖画駕鰯野葺…&
ヂバル（瞳.弧）型(A)とある｡．．

（附圖）′
β

…
推進器の前進常數

前進常歎Jは直癖をDとし上と同じ記競を使い次式
で示さｵてる。

J=Vc/ND

Jはsと密接な闘係があるが，定義が明瀧である。前
-進速度と回韓速度との比を示す個々 のプロペラの性能
・はJの値によって定まるものである。ピッチ比をaと
すると、

J=a(1-s)s=1-Jya

一
町

トルク(Torque)

推進器を回鱒するに要する握力率（モーメント）で
これをQ(kg-m)とする､と

PHPf27zNQ/75但しN=毎秒回鱒數
‐である。

一

推力(ThrUst)

プロペラが水を後方に推す力，即ちプロペラが水に

よって前方に押される力で，これをｲr(kg)とし，前
泄速度をVb(m/s)とすると

し・

THP=TVcy75

推進器車濁效率(Propellerefficiency)、
推進器を回郷するに要する仕事と，推巡器が水に對
して行う有効な仕事との比で
"p=TVc/27rNQ=THP/P.HP

Tpはピッチ比及びJによって厩範園に鋤上するが常用
の推進器では0.5~0.7で,勿競'･0以下である。

’

一

に直角な李面に投影じたさ音の面積である。
5）面種比展開面積比(Expanded.AreaRatioX
はPeveloppedAfgaRati｡)とは展關面積とプロペ
ラ直窪に等しい直輕の圓@直職との比でE､A､R、叉
は，．A.･R.と略記する。同様にして投影面積比も出せ
る。D・A｡R.I".45前後が普通である。
6）平均翼巾比(MeanWidth･Ratio)翼の面韻を翼

一画

－27－ り

P
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件流，伴流幸・‐を推力減少率と名付ける。
〆

推運器の装備される離尾附近のｽkは船禮の運動によ：･t=fl､一五/.r

って複誰な箭趣をもっている。これの前進方向の適當船殻效率(HUll#efficiency)
←な平均値を伴流の大いさと言い,･件流速度uと船の速前記wとtとは船燈と推進器との相互干渉を代隷
度vとの比を伴流率wと名づける。る蚤で，刀hを

w＝Uん、可h＝1－t/1二W・タ

英國方面では伴流率として て定義す‘るとき。これを船殻効率という。船殻効率は

__WE=U/v-u=w/1-w@-tガ小さくrwが大なる程大きい,耳螺借では普遥1."
を用いることがあるから注意を要する。v-u=V・はより大であり，双螺船では'､0前後の事が多い。

船尾にあるプロペラの周園の水に對する速度と考えら空銅現象(Cavitaticn)
ねる｡、 推進器の對水速度が大きくなる．とプロペラ'翼の敦面

推力減少，推力減少率に睡力の極めて低い部分が出來，遂には水中にとけて
速力vの時船の抵抗が'Rであちとしても，この船を‐いるガスを遊離し水蒸氣を發生し，氣洞を生ずる。こ

離尾につけたプロペラで走らせると，同じ速力v:を出・現象を空洞現象と言う。空洞現象ガ起ると回鱒數をま
すのにプロペラの推力TはRよりも大きくなるのか普しても推力,I､ルク，何れも十分増大せず効率ガ低下

遁である。，jする。文一旦蒸發した水蒸氣が再び凝結する際の極震

こればプロペラの推力の一部は船を後方に引張る仕のため,麺面が甚しく僅蝕されひどい時はそのために
事に費されるためで，有効な推力力誠少したと老えら翼が折損する。‘・

ねる。このことを推力減少と認､，次式で示されるt
（3'頁より〕ⅢIⅢⅢⅢIIIIIIIⅢⅢ1I1ⅢⅢMⅢMⅢ!ⅢⅢⅢIIIⅢⅢ'ⅢIMIIIⅢⅢIIIIIIIMⅢⅢⅢⅢ'ⅢⅢ'ⅢⅢI伽ⅢⅢⅢⅢlilⅢⅢIIIIⅢⅢIⅢIⅢⅢⅢIMIIIMIllllllll11ⅢⅢⅢ,111ⅢⅢⅢillllⅢⅢⅢ1IⅢⅢIⅢⅢⅢⅢllllllilllllll11，
大1.6年10月1日東京麓奥の風津浪などはこの例を示しれ娘高潮慾腿心の移動と共に起り，その去った跡(こは

ている。ベンガル露のサイクロンでもメキシコ麺のハリ難破船の磁震を山のように残したも“

ケーンでも，台風でも，熱帯性低氣唾が上陸するとき，ハリケーンという映甕で高シオカ憲島を洗い流す蕊じい

＝その進路の右側に多量の海水をおし入れる。メキシコ画光累を御弾になった方もあるだろう。本営に，’903手’
の主なタカシオはいつも滝の左岸の方に著しい。1900年月13日南犬ZF洋Society群島でﾉ､リケーン襲来時に高さ
9月8日北米ﾃｷｻｽ州のgalVestonで1.M.Cline"40災の大波がいくつか来て島を呑み，人間千人を洗い流
士ガ鰹數した手記によると，『…海水は午後3からジリした｡1905年6月30日南マーシヤル群島で高さ46災のハ
ジリ午後7時半まで昇って来て，それから念に何秒もたリケーンに伴う津浪力島を洗って大損害を與えた。
たぬうちに約4沢も昇った。私は半開きの前扉に立ってこれらの記逹はI.R・Taxmehill箸IHurricane｣(1945)
.大速度で束から西へ流れる水を注硯した｡今まで8寸のに詳しい｡暴風潮流(ｼｹジｵ)も起るガ,省略する。
深さだった水ガ念に4沢も増したので逃げようとすると ・海岸近くでは砕波(Breaker,Surf)で見るように長

も>水は自分の腰の上まで来た｡……」とあり，このク波が｢底を感じる｣(深さが波長の'/魁に減ったとき)と
,カシオで約六千人の死者ができた。タカ量オを起すには，漉長は減り波高ガ急増して直きに砕ける。しかし高シオ
灘岸瀕に直角に腿風中心の上陸して來るときに最も甚だの場合は，低氣睡中心における吸い上げられた波の山の

しく，腿風が海岸近く畷所へ至燵したときクカシオに移動と'暴縄c岸に向って邊りころ吹きつけるため海水
よる氾濫流は極大の彊さに發達する。腿風の移動がゆつの堆積ガー番大きな原因である。
ぐりなほどひどい｡又瀧潮時刻と上陸時ガ合致するほど引用菫要文献－
ひどく，川口附近など殊に惨害が大きい。印度のベンガ(1)H.U.Sverdrup&Omjers:rheOceans.194a
ル麺のフーリー河口で1737や10月7日に起ったクカシオ(2)H.Thorade:ProblemederWasserwellenl931
は高さ40災に達し30‘箆人を殺し，2萬隻の船を破霧し，（3）海の波（コーニツシユ箸)，日高孝麦認昭和19躯
・史上最大の高シオによる災澗とせられる、1864年の高シ（4）松尾泰雄：波と防波堤（昭和18竿）′′
オ（40災）でも辰地方で5萬人溺死し，家畜'0萬頭を減（5）水路要報
した。フーリー河口では高シオはポーアの形で，水壁を(6)T.Nomitu,K.Yamasita,K.Seno:(Jap;JQ
賑して突進して來る･7t剛度のﾊﾘｹーﾝでも1926zIg9Astronomy&GeoWsicsXVI1.3.1940)
月ﾏｲｱﾐに蕊錐した高潮はポーｱの形をとって現わ(7)I.､R.Tainehfi:愈立icane.1945.
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台風の中心附近では物凄い大波が立ち『昨年6月の青

葉丸のような惨事を起す．このような波の本態はまだ理

読的にも賓騨.的にもよくわ力，っていないというのが本営

ではないかと思う。CrossSeaとかConfusedSeaと

かいわれるように大波が交錯して園いうつ，激しく狂う

晦面の糠相を示すのである。このような波に對す尾船の

動描や舩腿佐耐波力についてわれわれの知識は模型資験

的にも，質地観測，經験的な方面からいってもすこぶる

乏しいものではないだろうか。以下の筆者の記逢が多少

なりともこの方面の研究を刺戟し，参考とも承れば幸い

第1表(Sverdrup・The，

→－

である｡．－

ふつう外洋で観測された最大波高は12型ぐらいとさ

れrEいる｡(短時間には南氷洋の西風卓越域などに見られ

ることガあるように14-15Jnの波高も観測されるが，長

績きせず,平均はこれ以下｡)第1表は色々 な周期,波長，
波高、表面波の色冷な深さでの水分子速度vを示す。

＠三V平=署｡） 〃

Iv=¥ae-2"ZiX)"

＝

｡

鐸

､I
Oceans.p.528.19Wl6)
⑨o．

水分子の

深

速度(cm/s)

さ

I’

1、
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一
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迦
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銅
唖
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１
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１
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一
波
に
・
１
１
１
２
２
２
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波 特性

|波長(m)
6．2

25

56

100
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’
第’表では表面波最大波高は周期'4沙lこ對して12mをで示した。ヘ

示しており，周期がそれ以上では大き承ウネリの形になZimmermann(1932)の式はH=0.44W,RcsSbyb
Montgomery(1935)､の式はH="W2,(風凝る。

＝

g・

(i)Co:nishはB:scay滝で1911年12月大波を＝
砿測し，報告している力，これによると暴風の前日に恥mとに關係式として有名なStevedsonの式
''･4秒の周期で波高約6Inの大ｳﾈﾘ(heavyswell)H=奇へ/戸力あり,更らに吹額時間を考えに入れた
が北西方向から來ていたが,南西軟風が夜間に西北西にB3rgenの式，エネルギーの考鎚から"significant
塗り，朝方には風速23n/sの暴風になって，波の周期 QWVaVe"につき求めたSverdrep-Munkの式で
は13.5秒に増加，波長31pm波速21m/sに對して波高，

､Hmax=旦二型WgRossby-Montgpmeryの式と殆ん12mに増大したのである。g
(ii)CorniSh(1934)は一定周速(Wm/s)に對ど一致する｡）陰高孝次氏最高水位と最低水位の差＝
して起された最高波につぎ波高H(m)をH=0.48W.2h,=0.379Wst0.8デ響一トルで與えたのにも近い｡（日

Qノ－29－
一

一
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高氏は数個の波の山と谷の差の平均=2h2=0.174Wをの飛洙でおおわれる荒天になった。12時15分A船で波高

緋｡）ノ10m,B』郷2"50分高さ,8hm,波長180m,波速14.3m/s
.(iii)北大西洋で1922年12月ハリケーンの中で風周期13秒を鰯則した｡13時を過ぎ風速はさらに増し波浪
"45m/s以上の媛合,,Maiestic號の士官は波高平均盆冷高く，覗界塞がりJ･14時南東風平均32.5m/sに逵

20遡以上に軸鶴大波高30m以上と報告している。し,誇風限の外舞に來て,波高14nlを畷測,14"20分波
こんな大波はもちろん表面波の一系列でなく，三角波の高ﾕ8mの激浪が綾き，船橋ガラスガ厳窪された。氣座最
ような時々出る波の尖峰である。低部を邇過し,台風後面に入るや大波浪ガ相ついで來鍵
(iv).次に昭和10年9月26日三陸沖100浬719mmし,:その後台風後面の70浬までの16時頃までは海面最も

の猛台風通過朧に多数の艦粥で畷測した大波に關する水危険な朕態にあった｡．(第2表参照）16時半頭より風波

路部でまとめた報告を紹介しよ,う。台風中心前面約'00次第に衰え，17時頃天氣険復した。
，浬になった12時頃風速25m/s,海面一建白波になり砕波

一
色

ﾛ

｡

1

2 表簗

艦名｜時刻｜渡潤(m)|波長(㎡)|波遮(m/s)|周卿(=)|

’
約350

200

約.120
＄

200-300

14．18

14．45

14．45

15．50

15．00

15．22

14．20

《
上

皿
以
一
迫
、
皿

５
０
３
３
５
４
．
８

１
１
１
１
１
１
１

黒
隅
龍
智
風
珂
翔

調
三
天
那
朝
那
鳳

３■
一
喝
◆
－
９
’
一
一

約
〃

３日●

心

一
巡
一
帥
一
，
一
一

三角波

船橋破壊時

三角波
｡-－一

（なお天霧は14.58に25m高300m長を洲崎は15.如涯
〆

20-30型高150m長を溺測）

この怒祷のため15～17時に被害綾出し，艦首切断2

艦,船燈弛裂1鑑,艦橋破壊2鑑艦橋カラス破霧9等が

あった。これらをならして,最大波高咽5工程度，波長

200n～300n位，波高/波長は'/10～'ん3程度とみられ，

台風右どI≧圓腱に後半園に偏して高浪分菰しぅ台風中心よ
り右50～100浬で台風進行方向に平行に引いた線の附近

は最も高浪の瞳域で中心の痕繊より後蔀の方力特に大き
く，大三角波力獺測された。

この第4象限附近の異状三角波は，前日来14瀞まで偏

東の暴風力謹吹し，偏束の波浪が卓越していた所へ,’4
硯30分頃台風中心邇過に伴い風向が束→南東→南→南西

と急鍵し，この新方向の怒溝が童って，大波が干渉し合

ってできたものと読明され，大三角波の波高は20mを越イ
え，波長'50～200gn程度と認められ，波高：波長の比は

'伽～'/13の急峻で，分布は台風眼の縁と眼中にあった。
(v)次に昭和19年10月61322.30～22.55.水路部
の第四蒲洋丸は24亀50/.N､135219/E附近で中心示度

898ミリバール(673.6nm)という記録的な猛台風にあ
い,〃これを突破して決死的観測を遂行し，その貴重な記
録をまとめて§脹佐顕系セ氏がｽl<路鰯胤第''銃.(昭和24
年3月）に報告しでいる。産れ署瀞記してみると。

r…･･･6日14時頃より氣睡急降下，風力更に増大，18時

氣睡962mb(･721.5mm)風速35m/s,海上は海水の飛沫

雨と一しよになって覗界極めて不良，南お‘よび南東の2

方向のウネリ甚だ天となる。南のウネリ弧大で南東のウ

ネリはやや崩れ氣味で，雨者干渉して三角波を作る。波
頂は海面上4mの締“更に見上げるばかりとなり
目測波高約10m．:･･20時東南東の風40m/s,氣睡更に13

mb下降し，このころ波浪による船腿の動謡最も謝しい・
21if927mb(695nm)風速50m/S豪雨，ウネリ佐然
S及びSEの2方向から來て波浪と共に最大に達す（波
細)。22時風速55m/s鳴氣峰しく下降904mb(678
mm)。波浪風で吹きちぎられ海水飛沫でおおわれ，海
上は乱､泡のようなものが霧のようにピユーツという青
と共に高速に疾走し；定かな海面を認め蒲ことかできな
い。船燈の動描は減少して力､えって波浪が牧まったよう
に感じる。風睡のため船燈は風下側に約40．傾き半舷を
跡に沈めたまま微速で航行する｡船内に浸ｵ〈著しく總
員必死になって排水に努める急激な氣睡塗化のため耳に
異常を感ずる。22時30分台風眼に入る。風速25-30m/s
に落ち，雲温4，頭上に多数の星を見る。星光孫かず潤
んで見える。周閣は水平線から約'0｡の高さの雲堤に函
まる。最低氣睡898nb(".6nm)を観測。晴の状態
約22分綴いた｡22時50分全く無風となり数分綴いた被氣

’
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座が上昇を始めた。22時55分後風向NNW-NWに興じ

風速20m/s内外となる。23時;.､吹き返えし，風速65

m/sに達し大粒の雨を伴い,白い飛沫にみたされ覗系PO
となる。氣唾690mm其後急昇,24時頃風向NW一W,

風速40m/s以下となる｡...」

これらの波高の測定には，船上で波頂を水午に見通せ

るレベルを見出して，眼高の水平線よりの高さから出す

方注，或いは鋭敏なアネロイド晴雨計を用いる方法;又

は資態鳶眞測量法などがある。

Larischは北大西洋で，波高10-11m波長130mの

長涛を鰯Ⅲし，南氷洋で暴風蓮吹時にアネロイド晴雨計

を使って（波高10-12m,波長160m).(波高12m波

長220-240m)(波高141n波長220-250m)を観測

している。Cornish(1910)は波高13nl波長を107m

はScoresby(1850)波高13m波長130mを顧測し

ている。このような大波は二次元的に長い峰をも､つ波と

短かい峰をもつ遊とが干渉し合って作った波模巖であっ

て，いくつか高浪が綾いて又低い波がいくつか綾くとい

った形になる。

海岸近くの大波は岸に暴風わ吹きつける場合，長瀞、

湊所に侵入してくる場合に顯著であるp岸の波について
は樫尾春雄氏箸｢波と防波堤｣(昭和18年)に詳記され
ているように，海岸，港蔵の構築物に大きな被害を及ぼ

すことガあり，暴風時には特に警戒される。
(i)前者の例として，昭和10年9月24日，営時720
mmという示度に浅い低氣睡が豊後水道北上にも拘ら

ず，別府礎の海岸地幣では波高26mの高浪が噴跨し，
被害甚大で，潮水侵入は300～釦0m;の内陸に及んだ。。
野流隆治博士の研究によれば樋口i,大分‘亘方から風速,尿
、ｿSで灰きつけた來た風の風程(fgtch)が北東に長い
ため別府鰯奥で岸の波力特に發達したのである｡Steven.
SOn･の式でHmax=1.5ﾍ/F.+(2.5-へ/万）

D=129kmを入れHmax=12.1沢==3.3m

一方洋上でBorgenの式は,(t=1時間とし）
Q3

H=で諏郡ﾇｴWmTD)(1+ﾕ雨tTで，
これによりH=1d3n.

、

すなわち風波堤!こくる前はこの間の中間の2-3rnの
波高である。Hmaxは風速30-40m/sの暴風のとき最
大波高にな･り,Hは外洋で風下でさまたげなく自由につ
たわる時の波高である。

(ii)函館海洋氣象聖時報第1賎(昭和19年)には拶
者の例となるべき報告（岡部龍信,渡邊謹五氏著）を戦

せている。それは昭和均年10月8日津軽海峡知内海岸附

～

ー

.－海洋學〔波浪）一一

通一帯に異常ウネリが起って相當の被害を與えたこと

で，18年来と力60年來といわれるほど珍しい大波で，高

r3=5mにも及び，海岸では7m～8mにもなってい、一

士,波長200m周期21.9秒と推算された｡ごれば7日
6時釧路沖にあった低氣躍で;その勢力を増し8日千鳥
沖に進み730mmを示したものの中心附近で菱生したウ

ネリが遠く僅播して來たものとみられ，「アイマワリ」

（束寄りの風がしだいに偏北東風に廻鱒した‘ときの風）

による波の大なるものと思われるも

(iii)中野猿人鯨士の調査によると，昭和11年4月r日

～－5日に，副振動よりも周期短かいが，普通のウネリよ

りも遥かに周期の長い波が稔潮自記紙上に發見せられ

た。たしかに台風とウネリの關係はまだよく頗明されて

いない未知の溌或がある。
、？

(iv)今沿岸波浪と台風の關係をうかがう例として前

田技師の調査からほとんど毎年のように一度は台風の來
。』

る高知縣室戸の波を見よう。（イ）大正元年9月2'日1宝

ウネ，高く，夜海鳴がしたが，22日ウネリー屑大きくな，
り砕渡に高さ70尺鮭という激浪を見せ,午捗も波高40尺,、

この時の倉風は大阪で23日7鰹.9mm北西風23.1m/s
を示した。（イ）昭和3年5月9日悔鳴し，10日ウネリ

盆々 大きくなり，11日風浪も高く，東北東風21m/s波、
高7mに及んだ。（ハ）昭和7年8月9日の激浪ば大正

〃

元年9月22日以来の最大を示し，波高7-8麺最高は10m"

に及び，波長約110m周期15g>,台風中心示度700mm

若く1式それ以下になり，東南東風23.6mlS.海鳴は台風

來襲D3日も前からあった。（二）昭和9年9月室戸台

風中心が比島沖にあるときからウネリを感じ出したが，

20日の朝からウネリ増大し，北東風強烈になった。波浪
は終日高さ'00尺除の跳波を見せた｡20日'5時北東風
29.5m/sで跳波の高さ約40mに及んだ｡21目は南々 東
風に郷じ，4時50分，約10分間無風の台風限に入り，後

最彊風妬m/s瞬間風速60m/s跳波高さ約55m波高－

30m未滿，週期15秒前後を示した。このように辰地方

では綱の襲來の2-3日前から海鳴ｳﾈﾘにより，天
氣岡から譲知で燈る。

暴風津浪は一名高潮（ダカシオ）と呼ばれる。storIn

tides域い賊tidalwaveミといわれる。暴風で何千何
萬といヲ最も大きな人命の損害を輿えるのはタカシオの

、

ためである。有名なベンガル瀞のサイクローン（熱幣性

低氣唾cyclone)によるクカシオをPiddington(1876)
らはstornlwavesと呼稲した。ダカシオは海底地形

と海岸地形の適齢な場駈で特に發逵する。昭和9年9
，1 ＝

月21日大阪濁奥の高潮（＋4.3n),(28頁へ）

I

、

－－81－－－‐．、 ､

、

P
、

e ｡

｡グ

ー

、／ 0

－

弘

ダ

－－－－‐＝上山



一一

一-----廷-----ごニーーー･ーﾏｰｰｰｰｰ一ー~

の

r
d

I

〆
■

！

'．
／

ひ
9 － 船の科學一宇ノ

グ

、

’
~

ー

舵 と旋同性能に關する畳書
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、斑舶、推進抵抗に關し元は試謝<槽や各種の賓験装置

筵よって色倉の研究が行われており，又理論的解析も相

営徹底して研究されておるが，旋回性能に關しては解析

が複誰で資験もやり難く，この鰯こ未解決な事柄が多い

ばかりでなく，蜜船の蓮韓に富って色んと困った問題が

發生することが多い｡從來我國では旋回の蜜験研究は主
に海軍の技術研究所で行われ，その貴重な諸結果は赤崎

博士等が随時造船協曾に發表して來らわた事は譲者御承

馳､識である｡､しかし内容的には駿密保持の爲,具隈
的薮値が記載じ得なかったり，未發表に経ったものも少

』

－

第叫岡技研の旋回資騎池くないと思う。筆者はこの方面には釜〈素人であるが宵一！

船で起った事例等について自分のﾉーﾄから若干の興味′御前で模型艇､旋回賓駿が行われ,陛下は常時の所長故
ある事項を拾い上け¥て断片的に記してみたい｡姉も先平賀溥士の街溌明を興味深くお聞きになったのである。
輩のお話の〆:モ等よりお傳えするのだから不十分な事や（第1間） 、

叉誤りもある事と思う。先輩各位の御激示を得れば幸甚．爾来維戟に至る迄此虚では多歎の模型艇こよって系統
徳

である。
的の研究が行われその成果は遼次責船の設計に適用され心』

たのである。
1我國における旋回性能の研究

・蜜験池で行われた舵面積'舵型,装備方法等の研究は
船型試験の場合と同綴に相似模型を用いて相似速力で矢張り技研内に設けられた回流水槽における舵睡や舵躍
模型を運動させると旋回圏も本燈相似になる筈であって中心に闘する研究と相俟って極め職重な蓑料となった
大正14年に東京籔地、海軍技術研究所(邇溌技研)では資も･ので’赤崎博士等の報告は非常に償値の高いものでぁ
醗池が設けられ模型艇をI鯛して研究が始まった。これらっだが，維戦と共にその資料中未發表のものの大部分を
が我國におけ為本揺的の旋回研究のスタートであゐ。悪失ったのは返す返すも残念であった。
らく諸ﾀi園でもまだあまりかかる資験をやっては届らなこの宵駿池では太平洋戦零中には船首舵や應急舵〔流かつ熊であろう。′

“維鐸s米値…で鍬と訓!…か。蝋裟麓麓驚瀧雛駕鱸
名の作業員が乘り電動自力推進になっている。資験池の資験も行澗?た｡尚按研では太平洋戦争前からこの寅録

｜中央には高Q,堵があって堵上にば一室が丁度篇眞の暗箱池とは別に直径50米の圓形の旋回水楠が，議謹されて
の験な機造になって設けらわ,ピン弓kFごルが明いておっ宵際の工事は駿争中に総っだが，瀦装置が未完のまま維
て自走中の穫型艇D像が床に富るから識ﾘ員がこの像を職と．なり；逢涯これを使用して資職する壊愈がなめ､った
トレースして行けば艇､旋回圏が求”れる°この様にのである。
して戦艦遥奥や當時設計を雁つたぱかりの特型駆逐鋤
摸型賞駿が行わ漁貴重な成績が得られた。この結果旋回 2高速船舶の旋同圏増大と其の對策

資験池の侭値が到ったので,昭和5年に技研が築地ｳ､ら目昭和12年に竣工し新型駆逐艦、第一艦朝潮は約2300唾
’黒迄移鞠された時，此庭に更に完浦した資醗池が設けら35節の新特型騒逐緩であったが旋回園が異厳に大きいの
れた｡この賢験池は面穣約5000坪もある匿いもので池で問題になった。この程度の高速鑑ならば繊距,トランス
の中央には高さ約28喉の瓶測塔が立っていた。 」

‘．｡臓が総めて誠した勝,天皇腫下の行軸鶴て蕩累鰯懸惹鶏篁麓昊皇簾鱸鶏／
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'圏は8倍を超え，當時最も新しかった白露型騒逐鐙こ比
鮫して約2艇身の差を生じた。叉昭和i2年油14年にか
りて竣工した騒潜艇51號一53鑑（後に蕊潜特務艇51鑑-
253號と改名された)は175唾,23節の小型艇であったが
旋回圏ぱ特に大きく高速で舵角一杯（35変〕で韓舵の場

のものであ･ろ｡、

かかる事は前例がない上に特に,操縦性を重覗する謡
であるので,直ちも技研の池で横型艇を使って研究した
結果，この原因は舵の位置が船尾端に近くその縦横比が

､大きすぎること，即ち舵形が細長すぎることが一因啄
舵と水面とが接近しておる篇に大韓舵の時に舵刀後面廷・
室氣を吸入し水睡力が減少する篇である葛”わかった。
即ち模型艇、宵鹸で35節の相對速力位より旋回圏が著

しく大きくなるが,舵か位置を下にさげる力､叉(ま賭尾端
の求面部に邪躍鈑を取付けて舵と水面との距離を大ぎく
させると良い結果が得られる事釣下わかったのである。

この實験については赤崎博士が發表されておられる力
ら造船協曾々 識63鯉（昭和13年12月）を参照していただ

きたい。

寶船への對策として海軍で蜜施したのは舵の形を改め
且船尾鯛蔑を平たくして吃水線附近にナックルを附して

氣泡の吸入を防1Eする方法であった｡願漕艇D場合には
この對策を責施する爲船尾を1米延長したのである。何

れもナックルを船尾水線部につけるので新雀鐙譜の場合

多少工事は面倒となるが，しかしいい溌銀が得られるo
で以後の高速鑑溌弍200趣径庭の小型艇よ．り敷蔑唾、

１
１
１

I

’

D兎
ー

速力（節）
古

第2団旋回悶比較圖(舵角35鹿）｡

22 1号（鷆見）
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雛鳥(度）

第3圃曜潜艇旋同鴎比較(舵及船尾改造前8110全力）

合は20－25度韓舵、場合よりも大きい旋回圏を示し,．

しかもその成績が不軌となるに至った。この状況は第2

圖及び第3岡に示す邇りであってDTは績距でLは吃水線

長である。第3岡にて51銭及び53競は建造脈こおける公

試成績であるか52"D分は竣工後呉工廠で試験をした時

、

、
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次に願潜艇p場合では舵形状鍵更と船尾の延長並改澄

は明かに良い敷果を表わし，高速大韓舵の際の旋回圏か

不軌性も消滅するに至った。（第6岡，第7間）．
尚この問題に關邇して特型驍逐涯吹雪の模型でGM,
トリ・ム及ピル需キールの旋回圏に及ぼす影撰が研究され．

‐〃た結果，次の嫌な成果が得られたのである。

1．GM.二の砿を0米719より1米002迄既

ち39％増加してみたが旋回圏には殆ど影製
がなかった。夕

’
積

’
＃ 談舵面積

(平方米）

水中側面

|縦横比舵“面積

』

I

、第4圖朝潮改造要領（･･･6..は改造を示す）

９
８
７
６

2，．トリム，前トリムは水線長@C0.00鈴俊
一

迄の實験範函では形饗なかつだが，後トリム

は水線長の0.005借にて約8％の旋回圏増大

を示した。

3，ピルヂキール，後方に5米26（水線長

の約5％弱）延ばしたが大した影響がなかっ

た。
~

3旋同性能の標準

船舶の設計に鴬b舵形妖及び舵面穣等茜決

Ｐ

P

１
１

5

4
＝匡

一F

４

ｒ
ｌ
Ｊ
３端 1418222630

節）舵角(度） 速力（

．第5岡朝潮旋同圏改善壯況、

大艦迄何れもこの方針が適用されたのである。（嶌眞）

朝潮はこの改造を商施して昭和13隼末よ･り14年初頭に
かけ佐世保港外で蜜験したが第5岡に示す如く速力及舵

角が大きい場合にはよく敷果を表わしている。（第4岡,／
第5岡）

戟潮の場合の蜜際の成績塑字は下表の蓮りであった。

(8/10全力の場合〕，

、

1

ノ

ノ

縦況｜
箭‘造時

ヌli進器加工後

舵の緯改造後
ノ
，8尾”み改造後

花及船尾改造後
』陣一

註1．数字閲
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第6岡第52號駆潜艇改造要領（…..・は改造を示す〉
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一

新舵

唖
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吋

註1．数字はすべて各2同黄験の平均. 、定するのに，一般商船の場合には蕊にタイプシツプの変
2．新造時以外は加工した推進器を使用′例によって漠然と決定しておる傾向がある。即ちタイプ

街本縫では推進器回鰯幽が毎分380の計窪であったがシツプの水中側面俄と舵面砿との比によって本船広舵面
新鐙時の全ガ運鱒では毎分3"回鱒に過ぎず,軸系及主稜誉定めておる場合が多く，グイプシツプの旋回圏の大
機械に大きい應力を及ぽ蝿念があったので推進器直樫小等迄は考えない場勃;多い｡賞際として商船で旋回力
を3米40より3米281こ減少させて回鱒數を375に鐘した．試瞼を行う事はむしろ異例に脇する。
ところ,邇力は全力で0.,節低下した代りに旋回圏は上筆者は最近,瀬戸内海で現に機雷@掃海に從事してぃ
表の様に縮少した｡/又船尾を改造したことにより，舩燈る船舶(試航譜と呼ぶ）と他の同大の船舶との旋回圏の
抵抗上よりも有利となり，速力は結局全力で0.7節増し比較満る必要に迫られ，デーグが得られずに困った事

、

たのである。があった。
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－ 旋回性能一
一

あるから,・これについて説明するのも無駄で
はな砂､ろうと思う。

～

奮海軍c旋回性能漂準は次の如きものであ

った｡但し.これは『標準」として決定された
ものではない。旋回性能は計霊諸元との關爆

が穆雛であって，從って標準とすべきものを

定めるのは安當でないと認められ，概ね計護

琉者の目途とする数量を示されたのである。
．、参考のため，この表に各艦種毎の速力及塞

I ｊ
とI

24

七
Ｋ

J凸■

、

菰
－

～

．’－(8/io全力,鈴呉）
６
．
４
２
０
、

Ⅲ
１
１
Ⅲ
ｒ
ｌ
１
１
８
６

－

路
造
煎
〃
‐
』

d

l8

’1｜’
16

【4
，

12

10
力と船長比の大略を併記してみた。、
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旋回悩能摘要表
1.･型'‘-'一‘‘~‘~,』白."卜圏一一

|速力|舵角|項目|簸雪澤難藍騒逐艦水誠’

… ､

霧協協|:零輝|璋鰯調

策7岡第52蕊瀞艇旋同圏改善朕況

・戦争中は魚雷回避や船間航行の篤,戦標船の各型につ
いては旋回試鹸が行われ，相當信用し得るデータか報告

されている。戦標船は色狩の鮎で現在とては悪評の的で
あるが，その急速多避建造法に為ける幾多の新機軸と共

にその諸試験の結果を充分に謬老掌するなら幟が造船
控脆上に輝しい功績を残す事が出來るであろう。從来旋

似性能は軍艦等の場合にのみ強調さわて來たのでこれを
識ずる者も叉所謂軍艦屋に限られる傾きがあった。し

かし今後はかって海軍が行って來ﾒﾆ聴殊任務を含めて測
量,淳標設澄,巡覗及び救難等に従事する船舶'二ついてそ
の旋回性能即ち旋回閥の大小や，旋回中@祇傾斜は兎角
Z要覗すべき必要がある。これ等fj量をどの程度に押え
るべきかを一般船舶について記した文献は極めて少い。

ただ長f､間の經験から旋回圏は船の長さの3～4催麗度

ヵ適當であって，資際の試數成績を見ても，この範園の

ものが最も多く，稀に2倍以内叉は6倍近い場合がある。
雷海軍にあっては昭和9年3月，水雷艇友鶴の韓覆遭

閲鐵故により臨時艦艇性能調査曾が設けられ各型濫婿の
復原,耐波性能について磁範且徹底的な調査が,行われた

のであるが，この委員曾の報告の中に,細罐艇計謹iこ
魁.って目標とすべき旋回性能の標準が記入されている。
勿論これ等ぱ比咳的高速たる軍Ⅱ:艦職に對するものであ．
って，その嶋殊用途上，戦闘，続畷航行，韓舵時の傾斜
と射躍等の各観熱より自ら程度が，決定されるのではあ

るがしかし保安上の見地をも充分に考慮の上，この程度

は決定されたのである。職闘艦艇は高速ではあるが，現

在とても長さ30～40米，速力15節，即ち速力一船長比が

1．2～1．3（節一沢にて)程度の船は對照となり得るので

r

■も

一
ｈ
ｑ註DT……淡距(TlFansfer)

q

DA.．…･縦距(Advance)､
，

L ………水線長、
●

e…』二…旋回中の最大傾斜角旋（度〕

v/､/万・….速力一船長比

ノこの標準は艦粥の公試状態,即ち燃料を23，兵器弾

薬等を定額だけ搭載した状態に對するものであって,･同
畷腫でも,速力,船型等に著しい麹&のある場合には本
表は義鍾する要があるわけである。

この標準によると，各型濫誕D8‘10全力，舵角15度の

旋回圏は大臘次の様になる。

戦艦950米

重巡1300～1400米
、

輕巡1100～1200*

曜逐鑑750～1000米

，水雷艇700米

笈艦p場合の旋回圏の大きさは公試全土s｝'0，舵角35
度にて龍80隻について調べたが亥の通りである。

、
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上表以外の各艫型，甑ち海防睦,掃海艇,敷設艇等のて相當信演し得る成果を蕊げるのに成功したのである。

排水量700~1000砿,水線長65~80米,速力16~20節多､くの賀艦刀成績等より見て旋回性能を良好ならしめ
守

程度の鑑でば.DT/Lは3～4倍,最大傾斜角度y～10る要素は次の通りである。 夕

度の間のものが大多敷であった。＝，(イ）舵面溌巡洋艦型は.1/50程度
一弐に旋回圏の大きさ，即ちDT/Lが與えられてこれ願逐艦型は1/45程度

に應か愚舵面積を決定するのに從來行われている方法20節以下C艦鵬は1'45～1/40"

は,舵面櫛上Am/A(Aは舵面稜,Amは水中側面御程度が適當である。
が直銭DTにに比例するものと考えて,(C)=Am/A-F （ロ）二枚舵は一枚舵lこ比して旋回性能は良好である

.pr'Lなる式を用い,多くも賓緒成讃より類似§型のが速力に犬なる影響がある。
(C)を求あ，この値を新計謹船に適用する方法で易（ﾊ）舵形状ばaspectratioを0.85程度とするの！

/t 司

る 。が適當である。‐ らり
但し新訂謹鉛の特殊な黙についてこの(C)を修正しな(･ﾆ）手龍舵と半平衡舵とは旋回性能にI式大差ないが．
（てはならない。叉この方法のみでは旋回圏の大きさに舵坂機賊の力量は後者の方が同一.の振りモニメント

影響する幾多の婁素,例えば舵職,永線下形欣,速力に對しては小である｡即ち後者は舵軸の摩擦が小で
啄重愚分布等を考えていないから之に對しても修正しなくある。

グ ノ

≦てはならない｡‘艦攻本部で行った計算法はこの熱に閾し（ホ）船尾のCuLupの面稜が大きいと旋回性能g
・てば盤富な模型試醗等の賓料によって,例えば低速力'二良好である。Cutupの面稜と水中側面識の比臆旋

おける旋回圏から次に8,10全力に相営ずる速力一船長比回闇に大なる闘係がある｡・
ﾉFの場合の旋回圏の増力蹴合を求め，更に舵形状に對する（へ)、舵と推進器位置との關係は比較的影響が少い°
･町q､

修整を施す等，色〃な要素を加味し，而して計算によつ（ト〕・舵の厚さは小さい程有効である。（未完〕
lIIIIIⅡⅡⅡ11ⅡⅡⅡ111Ⅱ111里111ⅡIⅡ11ⅡlⅡⅡ111|Ⅲ11ⅢⅢⅢlIIlIⅡ11ⅢlⅡⅢⅡⅡⅢⅡⅢⅢⅢ11Ⅱ|ⅡⅡⅢⅢⅢ1111ⅡⅢⅢⅢlⅢ1111Ⅲ11Ⅲ11ⅢⅡlⅡⅢⅢⅡllilⅢⅢⅢⅢlⅢlⅢⅢlⅢ,ⅢⅢⅡ1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢIⅢⅢⅢ11ⅢⅡⅢ11ⅡⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢl

戦後の世界造船状況6分を占めでいる。

』1949年第2四半期の世界の建造舩舶噸數は“4萬7000 戦後主要造船國ば外資獲得と後進國からの發注翰大に

認噸で,英國第'位,米國第2位,日永は職紬i世界第3‐對應して輪出維の建造に努力しているのガ見られる‘
1949年第2四半期に建造中の船舶の中,各國の肖國向位から，第8位に鞠落している。1939年の第2四半期建

謹噸激を,1949年のそれと比較すると次表の逼りである。と，輪出向の噸欺は次表に示すよう(こなっている。
段 1939年1949年
・ 國別國別自國向緑出向第2四半期第2四半期〆

〔1〕英函791、●－2,043〔1.）英図7561,286
（2）米國/389594 （2）米國］86407

（3）・フランス95398（3）フランス 4393

（4）オランダ233286（4）オランダ181104
18937″（5）スエーデン161227‐（5）スエーデン顔

（6）イタリヤ225217（6）イタリヤ97119

（7）デンマーク、122119（7）デンマーク 5663

本，（8）日309116、 ノ（8）日守本3976
〔9）共他〃539“7ノ（9）共他28173

總計2,8“4，坐7綴計，．．1,597鐸2,848
但し阜位は千総噸である｡英罰は責に捗界至磯の4割但し麗位は千競噸である。
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みヤーン同志が密着して,帆布ゆ耐
水度を増すのではないかと思ってい

も~い

、る。若し防水液を使うなら天幕の表

面に後からかけた方がよむ｡．しかし
時々 伽液を塗らないとりその効果
は充分でない様である。．

、帆布の話が出たので序でに硲具エ
場刀事で思い出す事がある。それは
横須賀に製鐵所時代紅船具エ場の建
物が，昭和8，9年頃迄あった事で

あるbこれは屋根が急勾配の薄暗い

木造二階坐の相等ガヅシリしたもの

で，下が綱具場上ガ帆布場であつ
･た。幕末蒸汽船であっても帆がもの、

､を言っていた頃には，こ･のエ場懲歪
しく今の造機の機被垂場，製灌工場
に匹敵すべきものであって，當時と

しては規模も大きく，あ･りし昔を偲シ
ぶ便ともなるので，その壊殴の際一

部でもよいから保存したi,と希望を
もったが，どうにもならなかった。
幕末の先攝者小栗上野介やウエルニ

ーの事ども追憶すれば鰯た今昔の礎
を深くする。敗戦4年.業は種痔の
意珠で時代運わとなって仕舞ったb;
再建日本の垂礎をつくる工譲の復興
に對し’幕末から明治の初期にかけ
ての先篭が鉾めた苦心の跡を顧みて

吾人が駄馬に鞭つ糧となる由緒ある

ものの亡失を’今更ながら惜しい当
思う。

‐●

本を識づて貰い，引張り震度を測か

ると共に，耐水度の試籔とじて1季
匹己

方漣の硝子管の下部に漏った帆布を

‘とりつける装置をつくり．，硝子管内

に水を注入し，帆布から水ガ洩れて
水滴をつくり出す時の水頭を識んだ

の垂あった。この試譲は帝函製麻で

‐もやって貰い，かくて澤山の實験椿

果からして，新らしく引張り謹度に

耐水度の規格を加えヤーンの薮は理

に標準とする事にしたのである。

ヤニンの薮などという規柊の表現

は如何にも非科學的であると思う

が,-これは英罰流の長い經験から縄

て來た.ものであろう。そうじて英到

ではその規柊のよって來た塵を業者

がよく知っているから，製品に間違

いがなかったのであろうが,単に形
だけを受け取った虚では，その方向

が歪んで仕舞ったものと考えられ

る。宵際問題としてこの問題を起す

迄は,.業者は軍艦兵帆布がどんな風
に使用されているかとbずう事を知ら

ず，また天幕がなま乾わきの侭蝿ま
、

れて甲坂倉庫に納められる様な取扱
を受ける事も知らずに，帆布の製作

をやっていたのであった。であるか

ら立派な研究室をもち研究員をもち

ながら，此虚では極度許り出す事唇・
夢中になっていて，他の事は研究の
畿罐となっていなかった事が，この

時始めて判かり，經誉者に注意を與
えたのであった。こういった様な事
は他にもよくある事と思う。
それで規格や何かも非科學的のも

のは,勉湿して出來るだけ科學的の
ものに頑おし，大なり小なり起るで

あろう同じ牒な間違いをなくす様に
努めなければならないと思う。
筒防水を一層よくしようと思って

ヤーzンに防水を施してから帆布に織
って貰ったものがあったがiこれは

ヤーンその礎のものより耐水度が不

良であった。多分防水しないヤーン

の方が漏ると，適當にヤーンが膨ら

ｰ

一

、

②

○燕帆布の規格，一

脈帆布の古い鵬買規搭というもの
は縦横D¥-ンの数と，縦絲と俄絲
とだけのある幅に對する引張り謡度

とか定めてあった。多分里れは英國
あたりの規携をただ単に眞似て作っ

たものと思われるが,この織ヤー
ンの数が何故規格として定められて

あるのか，製造業者たる帝國製麻で
も，職入表側でもはっきりとしてい

なかった様である。そのためであっ

たろう，業表は製品に對し，引張り

湿度を出す事許りに力を注ぎ，ヤー

ンの数はこれを無覗していた｡礎っ
て納入さわる製昂は，この激に闇す

る限り全部規格に適さなかったと記

億しているが，納品の橡査員は別に

これを不‘唇識がらか，平氣で引張り

認度さえよければ合格としていた｡、

帆布としては薄I、ものはいざ知ら

す，厚いものは天幕や佃嶬として相

街の防水力を必要とし，また久幕上

循涌り水に對し相倦の耐水度もなく

ては役に立たない。庭で大正末期か
ら應和2,3羊頃にかけて,和製の帆布

は天幕として雨水か洩るという非難

ォ艦溌にごうごうと起ったのであっ

た。筆者は昭和3年には丁度臭で船

具工場主任をも余れていたので，勢

いこぬ帆布の問題に直面したけれど

も，それ迄に少しも帆布の事を勉掻

していなかったから，一寸手のつけ

鎌もなかったが，考えて見ると撒鰄

の絲の数を定めてある事が何か曲者

c像に思われてなら通かつた。そこ
て帝國製臓に頼んで,絲の腱b方及

び縦織のヤーン数を種々と鍵えた見

訓

Ｉ

タ

■

O遁難小話二題

大正8年8月種子島の沖附近で特
溌鑑忘自岐が沈んだ事がある。志自
岐は沖繩方面から佐世保へ航海の途
上，運悪く購風に襲われ逃げても

逃げてもその中心より遁れ得ず,逢
に力謎き事故を起したのである。こ
の時兵員3名が20時間除りも泳い
で奄美大島に辿りつき念を報じだの
で，艦、沈没を知り救難隆が出され
たけれども，その迦難位置を捜がす
だけでも容易でなかった。

虚で兵員3名は如何して大島に泳

、
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一つを造るのにも，この装遥によっ

て何年後には何んな鬼に砂が高まっ

て來るか等という事を調べ，最も善

の少ない嫌な虚を選び，また船渠を

造るのにも開口をどの方向に向けれ

ば，出入渠鵬こ直角に潮琉が當らな

いか等とi,う様な事を研究してから．
定めたりするのであった。⑦

これはドイツが如何に科學的にも

のを虚理していたかを示す三例であ

って，顕に便利主義だけで大きな築
◆

遥物を簡軍につくる迩中にはよいお

薬である,と思う。､膳

を焚いて温める事をせず，ほんとう

に女子の人肌で抱いで温め，蘇生さ
せたもの数十人の多きに達したので

大j､に感謝の的となったのであっ
た。中涯はその恩がもとで後にロマ

ン皇が起きたものさえあった。これ
等は人肌の功徳で遭難美談の一つで
あろう。

一

○ウイルヘルムスハーフエン
の思い出

大正1.-5年にドイツのウイルヘル
ムスハーフェン軍港を訪れた事があ

る。どの時溌め，大使館から筆者は
ドイツ語が出來な旨通じて置いて貰
った‘ら,大正3,4年青鳥職役の隙捕騨
として松山に收容され日本語が到る
どいう古い主計中佐を態〃呼び奇せ
て邇課に出して呉れた程の職迎振り
であった｡そう,して軍港内何虚でも’
向うから進んで見せて呉れたが，そ
の甲感心した事を一つ述べよう。
そ涜は軍港の將來施設等を研究す
る室であって，大いさは10.米平方
位であったろうか，室至燈が軍港の
海岸地播から海にかけて,､水深を精
しく縮尺として立艘模型となって居
り，海嵐こむ軍港丙の土質邇りに砂
礫の極細粒も･敷かれてあったのであ
,る。そうしてモーター装置で潮の干
滿をさせる鎌になっていた。潮わ干
滿によって生ずる軍港内の潮流の工
合ば，表面から海底迄の廠適爵に水
中に浮かぶ粉末を投げ入れれぼ,:そ
の動きではっきり眼に見えゐ溌涯な
っていた。また海面上の何虚の部分
へも足場を偲わって行ける嫌になっ
ていたから，潮流砺測に少しも差支伊
ない。1回の潮の干滿の時間につい
てはすっかり忘れて仕舞ったか僅か
な時間なので，迩繊モーダーの蓮郷
によって，10年後30年後或は1
00年後と，潮流によって生ずる海
底の愛化茜ある期間丙に調査する事
が出來るのである。であるから突堤

_ぎっいたのであろうか63名はたま

たま篭喬にいて航海長が島が近いど

-言った言葉を聞いていたこめ，遡難

と知るや天池毎冥の海のただ中へ飛

び込み，船かきた方向へ．その言薬を

信じて望みをすてず,､藩寵鋤ぎに
泳ぎ氣力を失わすに頑張り通したた

めであった。まだこの3名は,-いざ

という場合睾丸を冷やしてはならな
いと聞いていたので，突差にその場

にあった眼や布地ぞ，腹部から畢丸

にかけて捲けるだけ幾重にも捲いた
事がよかったのだと言っていた相で

ある。こんな事も遭雄事に於ける一

つの心懸けとして知って置いても冗

ではあるまい。．

なお，志自岐はそのトップ．マス

｝らフォール・ステーに折れたトッ

プ●マスLが浮標､嫌になって浮ん

でいたので，やっとの事で發見さね
アツプライトの鍵沈んでいた事が生1
つたが，その頃飛行機がもつと發達
して居たら’簡軍に發見し得た事で，
あったろう。

大正13年12月佐世保から舞鶴
迄向かった特務鑑關東が，大吹雪の
ため航路をあやまり舞総に入るを得
ず，敦賀麺の北端擦浦海岸に捌坐，
醗豊は2養縮で切断迩難識多数を出
した事件があった。擁浦からその北
側]聯にかけては，切り立った丘陵
と岩荊が蓮らなっている庭で，三韓
の責苧珊が聯頃から今に至る迄，
難破諾‘式其の數を知らずという庭だ
相である。そうして嘗て海底から難
破船>古鏡等が出たといっていたd
この土地わ男子の多くは,職氏とし
て闘西に出るので，冬は女子や子供
許bといってよい部落なのであ-る
か，そうした土地閥部落民全部には
敦難に鋤する心得もあり，救助に女
子が大いに鋤らいたのである。この
'・關束の逝難の場合に幟荒天と塞氣の
ため溺凍死者が多数あったが，これ
等を助けた村人は，普通行う様な火

’ O蝋燭禮讃

′鍔沿内を潜ぐり歩くのに，古くは、

蝋燭を愉手にしていたものである。
蝋燭立ても各自がそれぞれ工夫して．

作り，中にはなかな力躍ったものも
も

あって微笑ましいものであった。筆
者は今でも二重底等をもぐるのには

懐中寵燈よりは蝋燭を持ち歩く方が

よいと思っている。それは室氣の悪、
るぃ虚へ來ると，蝋燭、火ガジーツ

と鳴り赤く短かくなってその瓢を教
えて呉れ，そうしてひどく悪るけれ

ば換氣してから這入りなおす津が出
來，災害を未然に防いて呉れるから

である。米麥庫あたりは淡竣瓦斯ケ
たまるから窒息する倶梗（窒息死し

た例もある）があるが，こんな虚へ
蝋燭､火を持ち込めば直ぐ・消えかか
るか歸惟でも早く氣がつくのであ
る｡炭酸瓦斯等が多ければ臭で判る
であろうというのは素人考えで，船

内には特有の臭気があるから鼻:式利
かない。また二重底内に這入る時マ

ンホールの庵へ蝋燭を立てて這いて

中に人ガ這入っている事を示すのも

大切な事である。中に人が居る事を

知らすに，マンホールを締めて仕郷
った例もある。、

蝋燭の功徳以上の通りであるが，

蝋燭、罪ではないガ蝋燭で失敗した

（45頁べ）
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－弓米國の鋸燈溶接一

、

リバテイシツプに見る．一一，

米國の船篭溶接(其の二）ミ
、

’一橋本啓一介

1凪

’

5船鵠溶接施一工要領

（1）ブロックの組立<Silb-Assgmbly)、
、

リパテイ･シツプの建造に從事した造船所は少〈共應じて多少の相異があり，ましてその大さ，ブロックの

17ケ所以上の多敷にのぼる嬬，各造船所に於ける施採り方に至っては各巡船所に依って大いに異るのは云う
工法の詳細を述べることは徒らに繁雑で，限られた・までもないことでFig3に示すNorthCarolina過船斤
紙泌に於てとても不可能なことであるから，こ･こにに於けるものと，後出のFigll,.以下に示すKaiser"
はその代表的な二，三の造船所，即ちNorthCar- 船戎のものを上[鮫してみてざ明らかであろう。今ここで
olina遥船所,Kaiser藍船所,或はOrdgon=造船：は主としてN･童thCarolma遼臓の例をもとにして鳶
所等に於て演施さ紙た施工法の例を採り，その概要の施工蔭の概略を述べることにする。

を述べてみたいと思う。尚この船の溶接に開し特筆NorthCarolina巡船所では,、9基あ愚船塞の前方に
すべき施工法の一つは可所謂ユニオンメルト溶接と全部で13斑の蕊板製姐立定盤が設備せられ，主要ブロッ

云う籍穂で知られている高速度嵐･鋤溶接を最大限にクの多くはこの覚盤､上で組立てられる｡弓但し外板のみ

使朋したことで’この祷篝法に就ては参考までに’一はそのﾌﾚー ﾑ噂取付に銭鋲工事がある陛係上,木岬
その大要を後節に附記することにする。、‐桁の上にレールを配して作られた架蕊の上で組立てられ

る。こに地l組立に於ては勿論自働熔接機が最大限に使
用される。

、

～

空 ＝＝－三一＝ 、

上 ．a・隔壁一

：主職唾のﾌ゙ﾛｯｸは,‘下年繊翻ごして上下二つ§ー分
けて組立てられ，いずれも船幅一ぱいを一つのブロック

としている。釦ブロックで最大のものは重量約24噸。
デイープタンクの隔壁及船脆丙の中心細壁も通常一つの
ブロックとして組立てる。

これ等の隔壁の施工要領を述べると，先ず隔壁④板を

、〃互に函合せにし，スチ･プナー側を上向にして組立定盤、

上に並べる｡_この時，溶接褒鈑として'/2"×･2〃のスト

リップを溶接すべき接手の下に敷き(後節自鋤群蝶の項
琴照〕接手に沼うて板を定盤にしっかりおさえつけて

バットとシームの側熔接を行え｡假付燐倭の寸法は，
Wﾉ以上の厚板では.1〃：2〃,それ以下の薄阪に對して
・はﾕん'ﾉ：8〃と指定している。筒この時，腿先をとらな
い接手の刷隙は板の厚さに腰じ''/:6"から'/8"位にとつ

‘は，ている。假付けが総つたならば,息鋤慰蕊幾によって先
‘ハ戎がバツ1,の瀞接を行い,,"II､てシームの涛接を行う。接
｡－ム手に溌陵が維ってから，スチフナーが假付の後本溶接さ

[立て、れるのであるが，この時主罐のI型スチフ､ナーは自働
:塗に落接機によって謹級隅肉落接とし’日板間隔壁のような

－
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(Fig2)職豊中･央切断．
こC船で地上に於て組立てられた主要なブロックは，
隔壁,二重底,年板,ﾀl厳,シャフトｸﾝﾈﾚﾚ,デツキハウ
ス,船首部及船尾乱零であって,筒この外ハツチピーム
サイドカーダータコーミング等もう．ロックとして組立て
られた。勿論このブロックの種類は各進船所の施工塗に
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薄板の場合獄，手藩接で断綴溶接を行う。
似上ガ総了すると，隔壁の周綴を，碧め組立定盤の上
に記入されてあるマークに從って瓦斯切断した筏，ブロ
ックを裏返しにす息。ここで自働涛接磯を以て，バット
からシームの順に板の接手の溌撰を完成する。筒この場
合，ブロックの取扱いに便なるよう，スチブナーと直角
に木材のリバンドをポル1，締めにして〕哀付け必要な剛性
を保たぜるようにして鐙く。(Fig.4参照〕
主横壁は例外無く，いかれの造船所でも上述のブロッ
ク趣立を行っている。
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b・甲板 (Fig4)
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一米國の船豊溶接一

年板も一般にどこの超船所でもブロック抵立を行って
いるのであるが，只一ケ所だけ普通の一枚宛取付けて行

く方法をとっている所があった。ブロックの探り方は,
Fig3にNorthCarolinaのもの,Figl3,14,15,に
Kaiserのものを示す｡NorthCarolinaの甲板ブロック
で最大のものは重量約15"(Fig5)

:~、
:○．
■
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ダ部

、
、

一

(Fig6]二重底プロツザ

右舷同時に施工鋤る｡Fig6は此の裏返しの状態を示
す｡街この状態に於て諸管工事が出来る陣完成せしめ
られる。斯くして後始めてこのブロックは表に返えき

れ,丙底板D上側からバット及ｼー ﾑが自働涛接さ謁
二重底のデロツクは完成する。，
筒二，三の進船所では，此の丙底板のバット及シーム

の溶接を残しておき,.二重底ガ船肇に於て贈蚕外坂の所
定の位置に取付けられてから後，この溶接を施工しでい

る。一

｡

枝

(Fig5)上甲板ズロツク
床板ブロックの組立要領も大臘隔壁と同嫌な手綾きと
I脚亨であって’組立定盤の上でビーム側を上に向けて組
立て’ビーム’ガーグー等を年板のブロックに纈妾した
後裏返箆して,､板のバット，シー､ムガ自働涛接されるの‘
であるが，この場合ビームの溶挨だけは自働藩接とせず
断綾纈妾を．じている。 心

尚’隣接ブロックとの接手になる板の千ツジは儲鑛を
取っておいて，船蕊に於て搭載畷はつり合わせて仕上げ
るのであるが’これは隔壁を除く他の多くのブロックに
就て同様であることは勿論である。

d.外板

船首部隔壁から船尾部隔壁の間の外板は，一般にその

大部分がブロックとして組立てられるが，そのブロック

の選び方は造船所によって可成り相異している。例えば。

Fig3に示すNox･thCarolina曙のものは，ピルヂ部以下
C船褒外板はブロックとせか’ピルヂ部から上の3列茜
'3個シミヤーストレーキを含む2列を8個のブロックとし

ている力Figllに示すKaiserのものは船重外板に4個
のブロックを探り，ピルヂ部から上の船側外板を5個，、
前部ﾀ賊を7個，後部ﾀI板を3個，と合計19個のプ向ツ

クを作っている。

船遥中央部附近,所謂パラレルポデーの部分を総成す
る曲りのない外板ブロックは，大磯次のような要碩で組、
立てられる。先ず地上4沢位廻農さを有する組立架蕊の
上にﾌﾚー ﾑを並べ，その上に外板を置いてﾌﾚー ﾑの
鋲孔にサービスポルトを適用し，フレームをﾀ|板既定の
位闘に締付ける｡筒ﾀ賊のエツヂは,識め外側に60．，
内側（フレーム側〕に45つの開先をとっておく。これは
外側は上から自伽溶接を行い’内側は下から手溝接を行
う馬である。但し隣接ブロックとの接手になるエッヂは
ブロック完成後に仕上げる爲餘裕を持たして開先をとら
ずにおくこと勿論である。

c・二重底

・二重底構造も一般にブロック組立としている。ブロッ
クの採り方は,普逓船幅の余分を一ブロックにし,片方に
バーチカルキールを，片方にそのライダープレートを含
めて組立てると云う施工法をとっているのである力，船
疹全幅に渉って40噸以上にも達するブロックを組立てて
いる所も少くない。Fig3に示すNorthCarolinaの場
合叉Figl2に示すKaiserの場合いずれも全幅をブロッ
クとしている｡

組立の要頑は，先ず内底板がタンク内側を上に向けて
組立定盤の上に並べられ，隔壁や甲板の場合と全く侭様

な手II啄自鋤耀撰される｡次にパーﾁｶﾙｷーﾙ'フロ
アー，インダーコスクル等二重底を構成するメンバーが

その内底板上に組立てられ，連鎖隅肉溶接で緒合されて

後，最後にこれを内底板に溶接する。

これ等の溌接は總て船磯中心から舷側方向に向って左

、
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溌撰ば先ず外板丙側の上向手溶接から先に行い,これ
か維ってから外側のバｯﾄ,ｼー ﾑを上から自働麓接す
る、この場合,‘バットは必ずこれと交叉するジームより
先に落接を行う。

一一

そしてシームを潮妾する時,t/_ムの個所では蕊に

溶接速度を落し，薇流を増してこの部分の溶け込みをよ
くする。フレームとﾀ:板o銭撰ま，以上の溶接ガ完了し
た後,最後に施工する。(Fig7)
〆

『e・・船首部及船尾部

船首部､ブロックには,船首部隔壁及上年板,下甲板の
前端部,チェーンロッカー,参スウオツシユバルクヘツド，
等力含まれる万，これ等の部分は喪め飾述の要領で夫々
小ブロック･として完成され，船，命材，タI板，フレーム，
ホーズパイプ等と共に船首部のブロックとして組立てら
れる。外阪のバット，シームは手溶接を行い，溶接悠了
後フレーム鰺鐘鋲をなす。
こむ船首部ブロックは鈍常組立に便なように,下平板
を境;こして上部と下部の二つのブロック〔雨ブロック共
重通約47噸）に分けているが，造船斑によっては一つの
ブロックにしている所もあり，叉OJFegon遙船所の如く
船首部として一つ、ブロックにまとめず，上述の小ブロ
ックの侭船臺取付を行っている所もある。(Fig8)

フレー弓ム
、

一

典

I

P ●

●

り上用パ ソ

０
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“(倣厘 ー

｡

0

(Fig7)タI板ブロック

湾曲の甚だしい前後部のブロック，例えばFig3のA

B,.O,Dの部分は，藻め準備された外板治具に依って
組立てられる。この治具はFig3に示すA,B,0,D

の匹租談胃のものが準備され，各治具の上では，その治具

に含まれる隣接したブロックを同時に組立てるのであ
る。そしてこの治具は，タl板、フレーム側を下側にして
組立てるように作られてあるから，先ずフレームを並べ
その上に外板を置き，所定、位遥にフレームの鋲孔を利

用してボルトで締付ける。板の接手の開先はﾀ剛向きに
602V型とし,鑓ずこの外側から手溶接で一層だけ溶接
してからフレームの銭鋲を行う。これFt治具上の組立て
は錐って，次にこの治具上の外阪を所定Dブロックに切
離し，治具から下して前述の組立架墓わ上に裏返して，
フレームの側が上向になるように置かれる。ここで姑め
に施工した一層溌接の底部をはつり取って,､フレームの
側から極く裏漉陵を行う。次にこのブロックは再び表に
返され，傾斜を出來るだけ少くするように設髄して，パ
ットからシームの順に自働静接するのである。これF官こ
の部分のブロックは完成する。
尚この場合，大部分の溌俊が鮫浜後に行われたのだが
寅験の結果，その篇に鋲に害を及ぼしているようなこと
はなかった。

〃鎚賄部迦22． 申

船首部のプロヅクは，トランソムプレートより後方の
部分で，スクーンフレームを含み’大瞳船首部と同厳わ
要領で組立てられるず

’
’

年ゴ

ﾛｯｸ

ﾄランワ

ム

I

."a'賑部ブロツク
ー

I
(45頁へ）(Fig9)、

42－－ 『

1

ｲーー

豆

1

〆 〃

．

■



、

〆

、
ト
ー

、
負一

～

、
”

~･

一海外技術資料一

以上の操作に要した人工は不要とな

り，更にこの土での假組立が正確こ

なるため遣船所に於ける最縫的租立

作業の時間か癖される。

63歳の曳船Z新生．
ゴ.

N.H.DeBardelebenは既に63"

の老曳船であるが，匹度目の再生を

してCOyleLineの七隻鍾船霞中の

最速最識力に船になった。この若遮
りは奮原璽磯の代りに1600馬力の

FairbankS-Molse對向ピストンチダ

ーゼルエンLヂンを蹴付けることによか

,って行われた。船主の側では速力と

稼動力との増加によってこの改良を
適正と考えてゐる。オ船注以前各々
700t職荷の6隻乙艀を曳いて毎浮
31/2マイルがやっとであったが，今
では6'16マイルも出せる。こC速度
はaCoyleLineの他の曳船が5隻の

室荷の艀を曳く時よりも速い。

N.H.DeBﾕrdelebenは最初カ

ムデン(R.J.)で1886年に這壁さわ

その時はC・CoClarkeという名前
であった。後CoyleLine力賀駁b
MechaniCal.EquipmentCc･で改
造設愉を行った。こ乞船かかがる長

命を保ったかげに獄錬蜘召殻が與っ
て大いに力があった。、 ノ

1948年11月の改造の蕊瀦は新しい
ヂーゼルの備付である。このFair.

一
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〃

率同泣の説明によればこの特異な床

板支材による能率の向上によって，

施設費は二年と少しで催却されると

のことである。、

これは標難帥封度椴詮f｢蕊製レー

ルを一對づつコンクリート･の基礎の

中tこ定置し，現存の床面伍高さに水

平にしたもので，レールはアンカー

Dravo牡のレール製支材

Dravo減で最近組立工場に量面積

7992平方沢に及ぶ鋼鐵レール製床板

麦材を設けた。これは曳鵬，艀貰他

舶剛設臓品の鋼製部品を粗立rてるの

に，彊固な正確に水平な基礎滋與え

るためのものである。＊

a

G－

＝

P

、

卸
今

ウ

毎

（第1I蝿ノ

ボル1､で水李面調節用薄片上に確蛮

に保持され，レールとレール鯵間は

‘レール上面から'/4吋の所までコンク

リートで埋めてある。

この銅鐡レールの格子状支材は重

量総進物の製作に強固な塾礎を典え

るばかり‘でなく，織造中の部品の水
李，直角を定め，熔接の際の歪や握

れをとるためにも役立つ。,

こういった仕事に以前は鍋ビーム

を使用したが，これは新しい仕事を

する度にセットし直し,水平にする

ため調節し直す必雲があった｡”
コンクリートに埋めたレールでは

己

banks-Mozseェ§ンヂン

ほ戦時中その優秀性が

證明され，交通分野に

於てヂーゼル磯間車及、

び種冷の舶用として筵

を重要になって來てぃ
→

⑨。回

IN.H.DeBardeleben

-の10氣筒エ芝ヂンは口

径81/8吋，､行程'0吋79

720r.p.m.で1600HRを

出す。プロペラは四翼
のもの一個で直極88吋

ピッチ53吋である。磯

､

(第2圖)コンクリート注入前のレール支材
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この定常的の保修はいつも高夏に

つきしかも筒保謹性に於て相鴬望む

べき黙が多かった。

潔氣や筌氣がやばり錐板(こ達しi風

蝕が起った。

Lykes減では銅に接着する能力の

ある種"の物質に就て恨重嶮計した
上，その試数をThompsonLylfeS
の上で行うこととした。使川された

製品は“プラスチック゚ ロック．，と

云い，アスファルトを韮材とし硬化

剣と輕量のアグリゲートを風合して

均一の粒度にならしてある。この包

装は興味あるものでj水を除いた全

I

〆

的に塗装を行っていたが；3年前に

汽船ThompsonLykesの上甲板の

表面か完全にやりかえたけ

關と推進器との間に流豊接手とユニ

バーサル減速歯車が介在する。

識しいヂーぜﾙ|潮硲.こ對しかな、
り馬力を増大したことに閏なるが，對‘
向ピストンの設計ガコンパグトな爲
核闇室には儲裕がある｡/

この年老いた護船(KC.F・Barde-

lebenから玉冠を奪ってcoyl亨祗曳
船P第一位を得た｡C.F.B.lrdeleSen

は735J-iPを備え，船彊のみならずヂ

ーゼルも長い使朧に耐え，回春法を

行えば夢船と同織叉はそれ以上にな

ることを示した。その磯關は1932竿

に据付けられ以來ニューオルリーン

ズ水域で最強力なヂー ぜﾙ曳船であ
響っだ。

17年間断なく使用した後1949年1

月にすつ力､り錘査手入れし，後'0年
又は20年も新しい機闘よりすぐれた
鱈挙で働けるであろう。
N.H・DeBardelebenも古いが

船主は更に古い。その發足は1865年
である。

會蔵が發見した事資は次の一事で

ある。「船鐙にせよヂーゼルにせよ
良好なものは長期間に豆って効率の

商'ﾉ､使用に耐えることが出来，恐ら
く更に元氣を新にして働きつづける
であろう｡」’

必要成分ガ完全な一興

位として含まれてい

る｡各一軍位即1バレル

のプラスチック・ロッ

クは選定された面横を

おおふ凡ての成分を正

確な劉合で含有する。

この均一性によって種

冷の混合公式を使う必

要がなくなり，かかる

式の使用に伴いがちの

誤を防ぐ。この弾力性

のある造りに抵抗する．

材料を全曝露上甲板上

'/2吋平均の深さに塗装

した。

試瞼の箆一の月的腱

一

毎．

一
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鋼甲板の保護
正ロ

■■

潤
傲
畔
昨
的ニューオルリーンズのLyke兄弟

f,船曾牡に庇脇する約5唾の商鮒溌
は常に甲板、保全策を識じ殆ど迩績

岡

再
■”

(錨2岡）
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ノ

度を錆落しと塗更えをせずに鍍板を．會斌{ま赤色に塗りよげることを決定げてある。水を排水孔に導くための
腐蝕からまもる能力を定めることにした。この施行に當って船、恐渠時溝も設けておく。．

、ロ

あった。．間が短くてすむこと』ま利黙である｡‐．36時間たつと表面は普逼に歩けろ～

Thompsomの甲板の塗装を行つ普通の乾燥條件の下で錆落，表面淨や位十分乾燥する。装茄塗を行う前に

た2年修，1948羊の春にプラスチツ化，塗装及乾燥までを含め全操作が目止塗をする。
ク°ロックの一部を取除き鋼板の注四日間で完成ずる･Thompson鑑上での二年間のテス．、

意深い橡査を行ったか,結果は非諭本法を行うには先づ上甲板全魑をトが成功であったので，翫にどの2
K

に浦足なものであった｡この部分の、鍔落し,全てのペイントと腐蝕を除年間にLykes杜の他の|22隻も同鎌奨
鋼阪は塗装を行った當時と同儘､二美く，これは明らかに必須の作業であ塗装を施し，更に51隻全部にも施す‘

しく輝いた状態にあり錨ま全然發見る。かくして桜合働に對して清津加一謹定である。
出来なかった。その上'12吋の塗装の金属表面が用意される。この上に接侭悠の黙に就ては甲板保修費とf,や
絃果，2年間の試職期間に鋼甲板下合材を二回塗布する。アスファルトては少ししかかからない｡時たまぺ
『船室温度が明らかに低下している接合跡は急速に乾くからこの操作はインI,塗装だけを行うがそれも全く、
ことがわかった。これは旗客及船員時間を要しない｡完全乾燥後プラス装飾のためであるLykes献で禰究し
にとって禰晉である。即ち表面溌覆チック・ロックのﾕ12吋塗装を始めた所では全塗装作業，材料及努力の

一 ｡Q

によって絶縁及保護約効果が銅版にる。これはコンゥリート打ちに似た費用がひとりでに2～3年間に償却，

輿えられた上に,/日蕊の熱による甲作業で,適當な深さに定規枠を置い。されることがわかった｡これまで屡
鈑面の温度上昇が防止せられたのでた後ｾｯﾄを行い,更に仕j二塗を狩々 鋳反,塗装,鋼板坂替を狩って来、
ある。握烈な熱帯の熱も表面材を戦う。定規遥と仕上に二名の熟練工をたのに比べると，保修斐ガ驚く程節

跨溌憾華墓藻差異､麓鑿讓獺鰯鱗一鞠きる。、、
ー

は暗次色であるが装榊勺の見地から板と船室壁とか連る藤は弓形に流上．．
』…ﾛ.…．….._"._ず.．..__..．.『柵伽叩叩Ⅷﾛ叩肥U,叩U叩叩､皿UOM叩叩M曲げ9,,pDO叩ﾛ､Oｵ“,,.■
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（38頁より）よって生じた毒瓦斯にあたって倒れ足りなかったから，こんな眼に遇つ

例がある。それはワシントン會議でるものが数名出來たので，これは不一だbDである。そ流腱しても蝋燭式明
腹艦となった戦艦土佐に對し，大正可ぬとあわてて倒れた者を助けて逃・らかに炎の色を菱えて異蒲を知らし

'3年臭で水中防禦貰験をやった時げかえわだ。そうしてﾉぶソヂ近く壱て呉れたのであって,蝋燭異鍵をも
の事である。魚雷爆發後損害調査の多くはヘダヘクになってtl舞ったのつとよく知っていたならば，こんな

ため委員連中が蝋燭片争に早遼坊禦であった｡．幸い軍醤官が待淡して居災害は起らないのである胃蝋燭C光、
唾劉内に飛び込んで行った。筆講もb早速皆を助けあげて手営をしたので食卓等を函むと如何にも落ち付い
その一員として這入って行ったが，で,命lこは別條はなかったが入院していて,懐古的な親しい氣持にひた

こ

損偲場所に近ずくと，いやに蝋燭のたものもいた。結局はまだ防毒面等b得るので筆者は大いに好きである

火が黄いろ《なり炎が長々となった・がない時代であり，総ケ首の宵醗等が，また蝋燭庭は以上に述べた様な
けれども，火は燃えているので誰もは大氣中でやるので瓦斯にあてられ功能があるので，その禮讃をひとく

平氣てあつ莚。｡その中に火藥爆發にた經験もなく，瓦斯鳫對する知識がさりやもった次第である。。
竺B面加叩■BBI館|叩叩．■■叩■■■叩ロ■叩”■杣DOmD■町■■■■■叩叩叩叩■叩■■叩■叩■“■■”■■叩叩■叩g■q，ロMpp8』oQMDD叩Ⅱ■凸加ロBﾛ0，，．口．．a“ロ巳．B･ﾛ且．、a．．a】。甜唖叩Ⅷ叩MMIMMM』 』･･････...．････‘叩ⅡMⅡ冊10MⅧ『10”Q肋IMIww’］
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Figlo頁より、ヘ42 f.デツキハウス

．，デッキハウスも一郷こ一つの完全なブロックとして組立てら
れるが，中央部の大きなデツキハウスは，遁常上甲板上を前
後部の二つのブロック（重愛各紬38扉）にポートデツキ上の＝
屑を一つのブロック(重量約60閥〕に，都合三つのブロックに
分けrて組立てている。所が,Kaiser造船所ではFigloに示す
この大きな中央部デツキハウスを，完全に一つのブロックにま
とめあげ,齊購錆,家具造作，諸僧装置,fK線から室内装飾，塑
装に至るまで,總てぬ儀裟を地上ダロツクに於て完成せしめた、
このブロック･の重蚤は約150噸あ‘り，これを搭戦する爲特別に設
計されたクレーンが用ぃらｵ?た。（以下女雛）‐

〃a〃船体中央部殉ｷハウス
4
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4 ．航海燈装置

この装澄は，信鍍装遼とも考芝られ,夜間船が停泊し
ているか，或娃どちらの方向に進んでいる診､を知らせる

ために用し､､られるもので，航海をするには必要かくべか
らざるものである。この電源は發電磯及び腰急用發電機
・からも供給できるように，リレーか，或はヒューズ付き
スイッチにより，常に電流が塗れるよIうにして置かなけ
、れぱならない。

商船では,主儲避:(raage,igit),瀞登(masthead
light),左舷燈(portsideligh#),右繊登(starboardlidht
髄匡燈(Sternlight),碇泊燈(anchoxllight),ｲ議班燈
(plinkerlight),曳航麓<t｡wfgright)が用いられ，
信溌燈は通信のみに用いるQこれらの航術澄の制御装置
謄航獄劃票示器により行われ，撫睦に装備される。信
副爵式則の制御器により行われる。、
信號遷は特殊のキーにより，モールス信鑑或は特殊の
符蕊等を逢信するのに用いる。我國に於てはモールス信
遜燈を用b零小型のものであるが，アメ，リカのは500ワ
ット以上のものが用いられている。
我國では一般に主摘織式大型の船に用いられ9nlain一

naastheadlightと云われて來たの『で,rangelightと
云う言薬に随分面喰つたものである。
左舷燈獄赤色，右舷遥紘緑色ヵ稲いられ，他の航海燈
・腱總べて白色のものである。これ等の航浦澄は船に於て
最も雨風の狸くかかる所に置かれるもので，且つ最も重
要な役割のものであるから,据付け,配線,温線,水防
等には細心の注意を梯い完全に装備しなければならな
い◎

樋練ば，マストやアー.ムが交叉している閥等の場所を．
軒謀するのだから，ロープやテークル(tackle),梯子
或は貨物の稜み送み，稜み卸し等により磯城的損傷を受
けないようにじなければならない｡，叉燈具の祗銀p水防
・を完全にし其虚から潔氣や水が入らないようにし，グロ
ーズやガスケットほ確賞に縮めつけて置かねばならな
い。これ等吟航海燈の修理をするのは非常に厄介である

から，最初の工事を充分にして置く。鐙器内の髄線ば，

耐羅住の良質ペンキか，良質絶縁ワニスを塗る。

航姦燈の各涛具丙には，2つのゾケツトを術へ，2つ、

の電燈は別個に給寵されるのだが，各ソケットの二端子‘」

をコンモンとして，三線引きをしてもよい。並列に2つ－

ゐｿｹｯﾄを用いるのは一職消え,操舵室の報知器の
ベルが鳴った時には．切換スイ．ツチにより，もう一つの既
溌二切り換えて黙鐙させ，一時とても航海鐙の消える燕

のないようにしてある｡操舵室iこある航娠澄漂示器には
警報ブザー標示燈，及:ぴ繍瞳，主辮登，雨舷澄，曳航鐙
船尾燈，碇泊麓等の各切り換えスイッチが装備されて

、

いるも

碇泊燈及び雛尾燈ば航海匿系統に入れないで,最寄り

の電燈の分電箱から取った賂もあるが'これは比較鉱早｜く篭球ガとりかえられ,電球が消えたのか眼ですぐわか
る場合に行はわる事力あるのである。、

2つのソケットを用いた所謂2燈式のかわりに，2重
繊捺(bi-filament)式のものも用いられた。この場合
に三課引きでよい。この式ば現在我國に入港するアメリ

カ船.こは相當見られ，我國でもこの方式を用いた事もあ
ったが，殆んど,一燈式のものが用いられている。こんど

我園でも二燈式(duplicatesmglefiramentlamp)を

採用することになった。

Alll…Bi-F;iineRt.17PE･"も雛。
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一ものを用いる。

5．扉開閉後による黙滅
、

ドア・スイッチには種々異

なったものがあり，電燈黙滅

に對する種を必要とする状況
により，自づから構造も異な

･a-tくるのであるが，これ等
のスイッチ類は主に，軍極か

二極の片切り，及び二極の雨
切りであも。
二極の雨切りスイ"ツチには

ー

'開閉の際に生ずるアークを減
少させるために，二個のコン

デンサーが取りつけられ，接

鯛面の損粍を誠じさせてい

る。

ー

傍

SE剛-AUTOHATICNAW&AnONLIGHTPANELCIRCUIT③。

二極のスナップスイッチを
毎

ドアー・スイッチの回路にあ

．る寵澄に直接取りつける場合もあるが，この場合，この
スイッチが切れている時は，どアの中のスナツプスイッ
、チからも，ドアー・女イツチからも，この電燈を制御で
きないが，‘この･スイッチが入っている時は，ドアー･ス

イッチ或はドアーについているスイッチにより制御出求
，る°罫29岡参照。

:‘第30圃銅I燈に直接スイッチのついていない時の回路
を示したものである。．

〔篭28圖〕

量27岡は二亜謀條式のものの腱線圖か一例で，第28圖
は二澄式のもの混線岡の一例を示したのである。

この二燈式のものをもうすこし緒細に訟明して見る
と：一一一．

左お蔵舷燈,橘澄,船尾燈に二燈式野條のものを用いる
のであって，レンズは2つのヒグ付きガラスを上下に重
ね，1つの燈鰡に納め燈禮内部中間には水平に瞳劃を作

り，別／6Fの光源ガ得られるようにしてある。2－つのソケ
ットは，夫だのlﾝンズの牛經，即ち光學的焦熟に置いて

ある。これ等の航海燈は，ソケットにより取り外しが出
來，2つの3極プラグを用い，一極は接地極として用い
るo

この式でも碇泊麓は，躍條一燈式のヒダ付きレンズの
●

～

5,,,"F-Po,.ED｡｡RSIVITcIIANDSN4pSwIT,SHC｡N了Rol．
（第30岡）

雨切りの二回路

こ④回路では，各髄燈は自分の給髄線で制御されるの

であるが，どちらもドアー両部に装耐された，同一のド
アー。スイッチ及び同一のスナップ｡スイッチにより行

"PS"PJII/
“と軸t

§JN9LE-Pbし風DOOIP5Fwirl)CoNTRoL

(第29圖）
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われる。第31圖参照。
ワーー血

D“凡eaﾉztac2クク”
S"あとh""st!‐．””戸

◆

ゆ

。
・
１

『〃

ノα"4．βox

TMREEWiRELiGHT11(6CIRcu'1cbKTRoLLEDBYDo｡rSwirdl

（第32岡）

の目的により適合したものが取りつけられてをb，これ

等は殆んど水防型でゴムのパッキングを入れ，貫遁金助

により完全に水防にしている。

我國の船舶は際りドアー・スイッチを利用していず,

’

醜李－〃ﾉzdの凡8

I
po"LEし｡'HTACTAND厩岨LEFsEDERDoo侭SwiTEMc'R"ITE

，で

〔第31岡）～ ~わずかに冷臓庫等に用いられる位であるがi今後盛んに

この回路は通路の懸念燈に用いられる。 利用されると思われるものの1つである。

長い通路や，魔ぃ麗劃こある一般照明や，應急燈回路以上で大鰐通信装置と，照明装遥の,ほんの概蕊を説
に於ては，分電箱にドアー・スイッチ，或はスイッチをグ明したのであるが，これ等にしても，まだ細部に渡って

つけることがある。三線式の場合は，三線のうち二線を読明をしていないために不明な駈が多痔あったと思われ

切らねばこの分髄箱から‘出る總べての電燈ガ切れないかますが，又の機會に，種々 の電氣装置及び工率方式やア

ら2つの二極のドアースイツチが必要である。第32圖参メッカ船の霞氣装術の規則等を訟明することにし棚筆し
照 。ます。

（石川島重工寵氣課長）
これ等のドアー"･スイッチは非常に多種多溌で，夫を

《

P一

編集後記
昭和25年の造船海運界は，國際自

由競争にいやでも腿場の第一歩を踏

まねばならないと云う鮎で，重大な

試練D年である。赦邊船も含めて現

在ﾀi航適格船として數え得る船は56

萬重通噸で,第五次新造澱30萬総噸，

2A型改31隻等で,清々整備を固って

いるので，大燈25年度末迄には110

萬電量噸のﾀ|航適緒船が得られる溌

定である。

こわらの船を如何に安く製作する

かと云うことは造船界の問題であ

り，これらを如何に能率良く運行し，

批界商船陵との競霧に對抗するかと

云うことは海運界の問題であろう。

中小造船所の整備，中小船主の離

合集散等ん幾多の鄭問力涯されてい
る。

1

豫約職責案内種〃の都合で市販は極く少数に限ら
れますので,本誌確保御希望の方は直接協禽宛御申込み
下さい。バックナンバーも備えてありますから御申込み
下さbR。

鰯擁{諺麗一“，園(鐘斜韮〉
200個l

〃8J0回

定便愛更等で溌約金切の際は精算して御通知します

、

謹瀞満篭無間按冨『鱸棚の科學
第3巻第2號(NO.16)

發行所船舶技術協會
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東京都港腫師布霞町19
振替口座．東京70438
珊話赤坂（48）47．01

薙謡脇:潔腱鐡溺調
昭
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定債65圓
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榊声漿釧所

本誰瀞戸市募合厘脇演町1の36

支肚東京都千代田厘有樂町1の12(日比谷日本生命館内）
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最寄の日立製作所特約店て．お求あ下さい！

尚部品を豊富に取揃へてあウ弐すから、修理。保守等には

何卒最寄のサービスステーションと御利用下漂い！

白垂製値所東京大阪名古屋祇岡仙醗札幌
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